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李
白
登
科
考

は

じ

め

に

乾 

源 

俊

天
寶
の
初
め
、
李
白
は
玄
宗
皇
帝
に
徵
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生
涯
の
榮
譽
と
し
て
つ
ね
づ
ね
思
い
起
こ
さ
れ
、
詩
文
の
な
か
に 

く
り
返
し
語
ら
れ
て
い
る
。

① 

：
・
鳳
凰
初
下
紫
泥
詔
、
謁
帝
稱
觴
登
御
筵
。
揄
揚
九
重
萬
乘
主
、
謔
浪
赤
墀
靑
瑣
賢
。

…
(

李

白

「玉
壷
吟
」
『李
太
白
文
集
」
 

卷6

、
天
寶
二
年
743
秋)

② 

…

一
朝
君
王
垂
拂
拭
、
剖
心
輸
丹
雪
胸
臆
。
忽
蒙
白
日
廻
景
光
、
直
上
靑
雲
生
羽
翼
。

…
(

李

白

「從
駕
溫
泉
宮
醉
後
贈
楊
山 

人
」
卷8

、
題

從

「敦
煌
唐
寫
本
詩
選
殘
卷
」
、
天
寶
二
年
743
冬)

③ 

：.
白
日
在
高
天
、
回
光
燭
微
躬
。
恭
承
鳳
凰
詔
、
欽
起
雲
蘿
中
。
淸
切
紫
霄
迪
、
優
遊
丹
禁
通
。
君
王
賜
顏
色
、
聲
價
凌
煙 

虹
。
…
(

李

白

「東
武
吟
」
卷5

=
=

「還
山
留
別
金
門
知
己
」
卷
13
、
天
寶
三
載
744
春)
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④ 

…
天
寶
初
、

五
府
交
辟
、

不
求
聞
達
、
亦
由
子
眞
谷
口
、
名
動
京
師
。
上
皇
聞
而
悅
之
、
召
入
禁
掖
。

…
(

李

白

「爲
宋
中 

丞
自
薦
表
」
卷
26
、
至
德
二
載
757)

⑤ 

：
・
漢
家
天
子
馳
驅
馬
、
赤
車
蜀
道
迎
相
如
。
天
門
九
重
謁
聖
人
、
龍
顏
一
解
四
海
春
。
彤
庭
左
右
呼
萬
歲
、
拜
賀
明
主
收
沈 

淪
。

…
(

李

白

「贈
從
弟
南
平
太
守
之
遙
」
卷
10
、
乾
元
ー
一
年
759)

⑥ 

：.
白
久
居
峨
眉
、
與
丹
丘
因
持
盈
法
師
達
。
白
亦
因
之
入
翰
林
。

…
(

魏

顎

「李
翰
林
集
序
」
卷1

、
上
元
一
一
年
761)

⑦ 

…
天
寶
中
、
皇
祖
下
詔
、
徵
就
金
馬
、
降
輦
步
迎
、
如
見
綺
皓
。
以
七
寶
牀
賜
食
、
御
手
調
羹
以
飯
之
。
謂
日
、
卿
是
布
衣
、
 

名
爲
朕
知
、
非
素
畜
道
義
、
何
以
及
此
。
置
于
金
變
殿
、
出
入
翰
林
中
。

…
(

李

陽

冰

「草
堂
集
序
」
卷1

、
寶
應
元
年
762)

⑧
 

…
天
寶
初
、
玄
宗
辟
翰
林
待
詔
。

…
(

劉

全

白

「唐
故
翰
林
學
士
李
君
碣
記
」
卷1

、
貞
元
六
年
790)

早
い
記
述
は
、
旣
に
こ
の
あ
と
一
年
餘
に
わ
た
る
宮
廷
奉
職
中
に
見
ら
れ
る
。
自
己
の
肖
像
を
描
く①

「
玉
壷
吟
」

で
は' 

皇
帝
の 

下
詔
と
、
最
も
輝
か
し
い
場
面
と
し
て
謁
見
の
樣
子
が
、

「
鳳
凰
が
紫
泥
で
封
じ
た
詔
を
屆
け
、
皇
帝
に
拜
謁
し
觴
を
擧
げ
御
筵
に
登 

っ
た
。
九
重
に
い
ま
す
萬
乘
の
君
を
お
ほ
め
し
て
、
宮
廷
の
お
歷
々
と
冗
談
を
言
い
あ
っ
た
」
と
言
及
さ
れ
る
。
ま
た
玄
宗
の
驪
山
幸 

行
に
扈
從
し
た
際
、
友
人
に
贈
っ
た②

「
從
駕
溫
泉
宮
醉
後
贈
楊
山
人
」
詩
で
は
、
不

遇

の

身

が

「
一
朝
に
し
て
君
王
の
引
き
立
て
を 

受
け
、
誠
心
誠
意
も
て
氣
持
ち
を
申
し
あ
げ
た
。
た
ち
ま
ち
太
陽
の
惠
み
が
降
り
か
か
っ
て
、

羽
を
生
じ
大
空
に
舞
い
あ
が
っ
た
」
と 

言
う
。
辭
職
に
あ
た
り
同
僚
に
宛
て
た③

「
東
武
吟
」

で
は
、
華
や
か
な
日
々
を
振
り
か
え
り
、

「
澄
み
き
っ
た
空
は
ど
こ
ま
で
も
遠 

く
、

ゆ
っ
た
り
と
禁
中
に
招
き
入
れ
ら
れ
た
。
君
王
は
よ
き
顏
色
を
た
ま
い
、
名
聲
は
虹
を
凌
ぐ
ほ
ど
に
揚
が
っ
た
」
と
言
う
。

そ
の 

後

、
あ
る
程
度
具
體
的
な
言
及
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
晚
年
の
こ
と
。⑤

「
贈
從
弟
南
平
太
守
之
遙
」
詩

で

は

「
宮
廷
の
深
奧
い
門
の
な 

か
天
子
に
拜
謁
す
る
と
、
嚴
か
な
顏
が
ひ
と
た
び
解
け
世
界
に
春
が
來
た
。
朱
塗
り
の
內
庭
に
居
並
ぶ
ひ
と
び
と
が
萬
歲
を
叫
び
、
明
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主
が
わ
た
し
の
よ
う
な
沈
淪
の
者
を
收
め
た
こ
と
を
祝
賀
し
た
」
と
、
周
圍
の
樣
子
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
時
間
の
經
過
と
と
も
に
事 

柄
を
や
や
客
觀
的
な
眼
で
な
が
め
、
そ
の
意
味
を
說
明
し
よ
う
と
す
る
視
點
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
自
身
に
よ
る
奉
詔
、
謁
見
の 

記
憶
が
、

さ
ら
に
輝
か
し
く
も
甘
美
な
思
い
出
と
し
て
甦
っ
て
く
る
の
は
、
人
生
の
終
焉
に
あ
た
り
み
ず
か
ら
語
ら
れ
た
傳
記
的
記
述
、
 

⑦

李

陽

冰

「
草
堂
集
序
」

に
お
い
て
で
あ
る
。
李
白
は
臨
終
の
床
で
草
稿
萬
卷
を
李
陽
冰
に
手
渡
し
て
序
を
書
く
よ
う
に
依
賴
し
た
。
 

李
陽
冰
の
記
述
は
李
白
の
口
述
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

こ
の
文
集
序
は
李
白
の
家
系
を
唐
朝
の
そ
れ
に
掛
け
る
こ
と 

か
ら
始
ま
り
、
彼
の
出
生
を
道
敎
の
始
祖
と
し
て
玄
宗
も
崇
め
た
老
子
に
な
ぞ
ら
え
る
も
の
で
、

そ
う
し
た
人
生
の
記
の
頂
點
を
な
す 

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
こ
の
部
分
で
あ
る
。

「
天
寶
中
、
玄
宗
皇
帝
は
詔
を
下
し
李
白
を
徵
し
て
金
馬
門
に
控
え
さ
せ
た
。
帝
は
輦
を
降
り
步 

い
て
迎
え
、

そ
の
樣
子
は
四
皓
の
綺
里
季
を
見
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
七
寶
の
牀
を
設
え
て
食
を
賜
い
、

み
ず
か
ら
羹
を
調
味
し
て
食
べ 

さ
せ
た
。
謂
わ
れ
る
こ
と
に
は
、

そ
な
た
は
布
衣
の
身
に
し
て
名
は
朕
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
平
生
か
ら
道
の
奧
義
を
蓄
え
る
べ 

く
修
養
を
積
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
え
た
だ
ろ
う
か
、
と
。
か
く
て
金
鑿
殿
に
配
置
し' 

翰
林
院
に 

出
入
り
さ
せ
た
」
と
言
う
。
玄
宗
と
の
、

一
對
一
の
關
係
が
言
わ
れ
る
。

こ
の
あ
と
離
職
後
に
道
士
の
資
格
を
得
た
こ
と
が
記
さ
れ
て 

い
る
。

こ
れ
が
書
か
れ
た
寶
應
元
年
は
玄
宗
が
崩
じ
た
年
で
あ
る
。
李
白
は
自
身
を
ひ
き
た
て
て
く
れ
た
主
人
へ
の
哀
悼
の
念
と
、
自 

身
も
ま
た
彼
に
殉
じ
る
か
の
よ
う
に
い
ま
危
篤
の
床
に
あ
る
、

そ
う
し
た
萬
感
の
思
い
を
こ
め
て
一
連
の
事
柄
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ 

ろ
う
。
詩
の
な
か
の
人
物
像
は
、
不
遇
の
身
か
ら
一
朝
に
し
て
輝
か
し
い
身
分
を
獲
得
し
た
、
と
い
う
文
脈
の
な
か
で
語
ら
れ
て
い
た
。
 

こ
こ
で
は
さ
ら
に
隱
逸
者
と
し
て
の
李
白
像
が
描
か
れ
る
。
朝
廷
へ
の
推
薦
文
を
自
身
が
代
筆
し
た④

「
爲
宋
中
丞
自
薦
表
」

で
も 

「
朝
廷
の
招
き
に
應
じ
る
氣
は
な
か
っ
た
が
、
鄭
子
眞
の
よ
う
に
隱
者
と
し
て
の
名
が
都
に
傳
わ
り
、
玄
宗
に
じ
き
じ
き
に
招
き
入
れ 

ら
れ
た
」

と
言
う
。

そ
の
後
の
傳
記
記
述
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
隱
逸
者
と
し
て
の
李
白
像
は
退
潮
す
る
。
例
え
ば⑧

劉
全
白 

「
唐
故
翰
林
學
士
李
君
碣
記
」

で

は

「
天
寶
の
初
め
、
玄
宗
が
翰
林
待
詔
と
し
て
招
い
た
」
と
だ
け
述
べ
る
。
そ
の
ほ
か⑥

魏

顏

「
李
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翰
林
集
序
」
は

推

薦

者

「
持

盈

法

師(

玉
眞
公
主)

」

の
名
を
傳
え
る
。
元
丹
丘
と
と
も
に
推
薦
さ
れ
た
と
言
う
。

李
白
不
應
試
說

①
 

ウ

ェ

イ

リ

ー

『李
白
』(

一
9
5
0

、
小
川
環
樹
，
栗
山
稔
譯1

9
7
3
)

②
 

小

川

環

樹

『唐
代
の
詩
人
』
序

說

(
1
9
7
5
)

③
 

松

浦

友

久

「
李
白
に
お
け
る
蜀
中
生
活
」(

『中
國
文
學
硏
究
』
第5

期

1
9
7
9
)

④ 

詹

鏤

「
評

英

人

阿

瑟

，
威

里

著

『李
白
之
生
平
及
其
詩
』
」(

『中
日
李
白
硏
究
論
文
集
』1

9
8
9
)

⑤ 

閻

琦

「
關
與
李
白
的
戶
籍
、
婚
姻
及
科
擧
的
餘
論
」(

『中
國
李
白
硏
究
』1

9
9
2

丄9
9
3

年

集1
9
9
4
)

⑥
 

傅

紹

良

「
李
白
不
入
科
場
原
因
新
探
」(

『陝
西
師
大
學
報
』
折
口
學
社
會
科
學
版
23
，3

總
第
92
期

1
9
9
4
)

⑦
 

閻

琦

「
李
白
的
入
仕
道
路
和
他
的
幽
憤
」(

『中
國
李
白
研
究
』1

9
9
4

年

集1
9
9
6
)

⑧
 

喬

長

阜

「
李
白
不
預
科
擧
原
因
淺
探
」(

『中
國
李
白
硏
究
』1

9
9
5
,
1
9
9
6

年

集1
9
9
7
)

⑨
 

熊

篤

「
李
白
爲
何
不
赴
科
擧
考
論
」(

『唐
代
文
學
硏
究
年
鑑
』

一
九
九
七1

9
9
8

、
原

載

『重
慶
師
範
學
院
學
報
』1

9
9
6

年
第1

期)

水
以
上
は
專
論
を
な
す
も
の
の
み
採
錄
。

一
九
九
二
年
以
前
の
狀
況
に
つ
い
て
は
、
下

定

雅

弘

「
李
白
の
詩
を
ど
う
讀
む
か
——

科 

擧
を
受
驗
で
き
な
か
っ
た
詩
人
の
傲
慢
と
悲
哀
—

」(

ヨ〇
5

』
創
刊
號1

9
93

)

が
よ
く
諸
說
を
整
理
し
て
い
る
。
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李
白
が
ど
の
よ
う
な
待
遇
で
徵
さ
れ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。

こ
の
こ
と
に
關
し
て
、
李
白
は
科
擧
に
應
じ
て
い
な
い
と
い
う
說
が 

し
ば
ら
く
行
わ
れ
て
き
た
。①

ウ

ェ

イ

リ

ー

『李
白
』

は
李
白
不
應
試
說
の
出
發
點
、

「
同
時
期
の
詩
人
の
な
か
で
彼
だ
け
が
進
士
科 

に
應
じ
て
い
な
い
」

こ
と
を
考
察
の
き
っ
か
け
と
す
る
。②

小

川

環

樹

『唐
代
の
詩
人
』

序
說
は
そ
れ
を
承
け
て
不
應
試
の
原
因
を 

「
罪
人
の
子
孫
」

說

「
商
人
」

說
に
求
め
る
。

そ
の
な
か
で
選
擧
制
度
の
槪
要
說
明
に
お
い
て
制
擧
に
も
觸
れ
、
結
果
的
に
李
白
が
こ 

れ
に
關
與
し
て
い
な
い
と
い
う
考
え
を
導
い
て
い
る
。③

松

浦

友

久

「
李
白
に
お
け
る
蜀
中
生
活
」⑤

閻

琦

「
關
與
李
白
的
戶
籍
、
婚 

姻
及
科
擧
的
餘
論
」⑥

傅

紹

良

「
李
白
不
入
科
場
原
因
新
探
」⑦

閻

琦

「
李
白
的
入
仕
道
路
和
他
的
幽
憤
」⑧

喬

長

阜

「
李
白
不
預
科 

擧
原
因
淺
探
」
は
槪
ね
小
川
說
の
範
圍
內
。
よ
り
精
密
に
論
證
し
よ
う
と
す
る
。④

詹

鍍

「
評

英

人

阿

瑟

，
威

里

著

『李
白
之
生
平
及 

其
詩
』
」
は
ウ
ェ
イ
リ
ー
說
に
反
論
、

「
彼
が

進
士
に
應
じ
な

か
っ
た
の
は

「
終
南
捷
徑
」
式
で
出
世
を
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
進 

士
で
な
く
と
も
玄
宗
に
招
か
れ
る
と
い
う
榮
譽
に
浴
し
た
」
と
す
る
。⑨

熊

篤

「
李
白
爲
何
不
赴
科
擧
考
論
」

は

「
終
南
捷
徑
」
說
を 

敷

衍

し

て

「
天
子
直
接
の
徵
召
」

に
よ
っ
た
も
の
と
し' 

制
度
的
な
位
置
づ
け
を
す
る
。

こ
の
よ
う
に
李
白
の
應
試
を
め
ぐ
っ
て
は
、

「
不
應
試
」

の
認
識
に
も
と
づ
い
て
、

「
な
ぜ
應
じ
な
い
の
か
」
、

そ

れ

は

「
應
じ
る
こ 

と
が
で
き
な
か
っ
た
」

の
だ
と
い
う
論
調
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
對
し
て
反
論
は
部
分
的
に
な
さ
れ
て
き
た
が
、
李
白 

不
應
試
と
い
う
認
識
は
共
有
さ
れ
て
い
た
。
小
論
の
立
場
は
、
實
質
的
に⑨

熊

篤

「
李
白
爲
何
不
赴
科
擧
考
論
」

の
所
說
に
近
い
。

し 

か

し

「
天
子
直
接
の
徵
召
」
と
は
、
じ
っ
は
制
擧
の
一
科
目
で
あ
り
、
科
擧
制
度
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
お
う
と
す
る
。 

と
す
れ
ば
、
ウ
ェ
イ
リ
ー
以
來
の
說
は
根
本
に
お
い
て
間
違
っ
た
認
識
の
う
え
に
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
進
士
科 

に
應
じ
て
い
な
い
詩
人
は
李
白
だ
け
で
な
く
、

い
く
ら
も
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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下
詔

徐

松

『登
科
記
考
』

卷9

天
寶
元
年

正
月
丁
未
朔
、
改
元
、
大
赦
天
下
。
詔
日
、

「
…
其
前
資
官
及
白
身
人
中
、
有
儒
學
博
通
及
文
詞
秀
逸
、
或
有
軍
謀
越
衆
、
或 

武
藝
絕
倫
者
、
 

委
所
在
長
官
、
具
以
名
薦
」(

『册
府
元
龜
』

『唐
大
詔
令
集
』)

九
月
庚
申
、
御
花
萼
樓
試
文
武
擧
人
、
命
有
司
供
食
。(

『册
府
元
龜
』)

十
月
、
應
文
詞
秀
逸
擧
人
崔
明
允
等
二
十
人
、
儒
學
博
通
劉
瑟
等
ハ
人
、
軍
謀
越
衆
令
狐
朝̂
:

七
人
並
科
目
、
各
依
資
授
官
。 

(

『册
府
元
龜
』
、
 

岑

蓼

「宿
關
西
客
舍
寄
東
山
嚴
許
一
一
山
人
」
詩
、
云

「時
天
寶
初
七
月
初
三
日
、
在
內
學
見
有
高
道
擧
徵
」
是
此
年
有
道
擧) 

李
白
徵
召
の
契
機
と
な
っ
た
詔
は
何
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
詹

鎂

『李
白
詩
文
繫
年
』1

9
5
7

ヽ

25
頁
に
、

天
寶
元
年
正
月 

の

詔

「
前
資
官
及
白
身
人
有
儒
學
博
通
文
辭
秀
英
及
軍
謀
武
藝
者
、
所
在
具
以
名
薦
」(

據

『舊
唐
書
』
卷9

)

が
載
せ
ら
れ
て
以
降
、
 

こ
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
詹
鏤
は
は
っ
き
り
と
そ
う
指
摘
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な 

ら
ば
、

『登
科
記
考
』

に
關
係
資
料
が
整
理
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
は
制
擧
で
あ
り
、
李
白
は
九
月
十
八
日
に
興
慶
宮
の
花
萼
相
輝
樓
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で
あ
っ
た
親
試
に
臨
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
科

目

は

「
文
詞
秀
逸
」
、
受

驗

資

格

は

「白
身
人
」
と
、
條
件
に
は
叶
う
。
な
お
、
文 

詞
秀
逸
科
の
合
格
者
の
な
か
に
は
顏
眞
卿
の
名
が
あ
る
。(

『册
府
元
龜
』
卷
645
貢
擧
部
、
科
目)

そ
う
す
る
と
李
白
の
詩
文
に
見
え
る
謁 

見
の
く
だ
り
は' 

こ
の
親
試
の
際
を
言
う
こ
と
に
な
る
が' 

食
を
賜
る
な
ど
一
致
す
る
點
は
あ
る
も
の
の' 

一
方
で
皇
帝
が
彼
を
綺
里 

季
の
よ
う
に
見
た
と
か
、
群
臣
が
萬
歲
し
明
主
が
沈
淪
を
收
め
る
の
を
拜
賀
し
た
と
か
、
試
驗
の
場
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

李
白
詩
文
の
記
述
は
玄
宗
皇
帝
と
の
初
對
面
の
場
面
を
、

そ
の
感
動
と
と
も
に
傳
え
て
い
る
と
思
わ
れ
、

こ
れ
以
前
に
親
試
に
お
い
て 

對
面
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

杜

甫

「
奉
贈
鮮
于
京
兆
二
十
韻
」
詩

ニ
九
家
集
注
杜
詩
』
卷
17) 

…
獻
納
紆
皇
眷
、
中
間
謁
紫
宸
。
且
隨
諸
彥
集
、
方
巍
薄
オ
伸
。

… 

天

寶

六

載

に

「
通
明
一
藝
已
上
」
科
に
應
じ
た
杜
甫
は
、

一
連
の
行
事
の
樣
子
を
傳
え
て
い
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
彼
は
大
明
宮
內 

朝
の
紫
宸
殿
で
玄
宗
に
謁
見
し
た
、
と
い
う
。

「
文
章
を
獻
じ
た
と
こ
ろ
皇
帝
の
目
に
と
ま
り
、
な
か
ご
ろ
に
は
紫
宸
殿
で
謁
見
に
あ 

ず
か
っ
た
。

し
ば
ら
く
諸
賢
の
集
ま
り
に
從
い
、
わ
が
薄
オ
が
伸
び
る
こ
と
を
願
っ
た
」

こ
の
と
き
の
試
驗
は
親
試
で
は
な
く
、
と
す 

る
と
事
前
に
皇
帝
の
謁
見
が
あ
り
、

そ
の
折
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
進
士
科
の
一
連
の
行
事
は
詳
し
く
調
べ
ら
れ
て 

お
り
、

そ
の
な
か
に
は
こ
の
よ
う
な
皇
帝
謁
見
も
含
ま
れ
て
い
る
。(

妹
尾
達
彥
「唐
代
の
科
擧
制
度
と
長
安
の
合
格
儀
禮
」
『律
令
制,

中
國 

朝
鮮
の
法
と
國
家
』1

9
86

)

し
か
し
制
科
の
場
合
ど
の
よ
う
な
行
事
が
な
さ
れ
た
の
か
、
未
詳
。
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「高
道
」
科

① 

陳

飛

『唐
代
試
策
考
述
』2

〇
〇2、

360
頁' 

唐
代
制
擧
科
目
年
表

天
寶
元
年

試
目
二
咼
道

『記
考
』
卷

九

于

上

引

「
…
並
科
目
各
依
資
授
官
」
后

考

云

・

「
岑

參

「
宿
關
西
客
舍
寄
東
山
嚴
許
二
山
人
詩
」
云

・

「
時
天 

寶
初
七
月
初
三
日
、
在
內
學
見
有
高
道
擧
徵
。
」
是
此
年
有
道
擧
。
」

飛

按
-

「
道
擧
」
為
常
科
、
專
擧
玄
學
、

此

處

「
高
道
擧 

徵
」
似
非
道
擧
、
而

應

爲

「高
道
擧
」
、
屬
徵
擧
性
制
擧
、
亦
未
必
專
指
玄
學
也
。

② 

孟

二

冬

『登
科
記
考
補
正
』2

0
0
3

ヽ
350
頁

天
寶
二
年

高
道
不
仕
擧

樊

端

。
陳

補

云

・

「
『職
官
分
紀
』
卷

十

五

引

韋

述

『集
賢
記
注
』

一

「
天
寶
二
年
、
樊
端
應
高
道
不
仕
試
、
拜
家
令
丞
同
正 

直
集
賢
院
、
暴
卒
院
中
。
」
」(

陳
補
、
陳

尙

君

「
『登
科
記
考
』
正
補
」
、
載

『唐
代
文
學
研
究
』
第4

輯

1
9
9
3
)  

こ
の
正
月
の
詔
で
な
い
と
す
る
と
、

『登
科
記
考
』

や

そ

の

取

材

源

と

な

る

『唐
大
詔
令
集
』

『册
府
元
龜
』
等
に
詔
が
收
錄
さ
れ
な
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い
科
目
が
こ
の
頃
に
あ
っ
た
の
か
。

こ
の
點
に
つ
き
、
最
近
の
科
擧
史
硏
究
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
報
吿
が
あ
っ
た
。①

陳

飛

『唐
代 

試
策
考
述
』

は
、

『登
科
記
考
』

の
制
擧
の
科
目
を
洗
い
出
し
、
漏
れ
た
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
補
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天 

寶

元

年

に

「
高
道
」
科
が
あ
っ
た
と
い
う
。
岑

蓼

「
宿
關
西
客
舍
寄
東
山
嚴
許
二
山
人
、
時
天
寶
初
七
月
初
三
日
、
在
內
學
見
有
高
道 

擧
徵
」
詩

の

「高
道
擧
徵
」
と
は
そ
の
謂
で
あ
る
、
と
。
徐

松

は

『登
科
記
考
』

に
こ
の
詩
を
引
い
て
い
た
が
、

「
道
擧
」

の
こ
と
と 

解
し
て
い
た
。

岑

參

「
宿
關
西
客
舍
寄
東
山
嚴
許
二
山
人
、
時
天
寶
初
七
月
初
三
日
、
在
內
學
見
有
高
道
擧
徵
」
詩
(

陳
鐵
民' 

侯

忠

義

『岑
參 

集
校
注
』1

9
8
1

ヽ
40
頁)

雲
送
關
西
雨
、
風
傳
渭
北
秋
。
孤
燈
然
客
夢
、
寒
杵
搗
鄕
愁
。
灘
上
思
嚴
子
、
山
中
憶
許
由
。
蒼
生
今
有
望
、
飛
詔
下
林
丘
。
 

こ
の
詩
は
、
「
高
道
科
」
擧
人
の
情
報
を
得
た
岑
參
が
、

「
山
人
」

の
嚴
某
と
許
某
に
宛
て
て
、

い
ま
に
あ
な
た
方
に
も
徵
召
の
詔
が 

屆
く
だ
ろ
う' 

と
述
べ
た
も
の
。

「
潼
關
西
の
客
舍
に
て
、
東
山
に
隱
棲
す
る
嚴
さ
ん
許
さ
ん
に
お
便
り
す
る' 

と
き
に
天
寶
元
年
七 

月
三
日
、

さ
き
に
長
安
の
某
所
で
高
道
擧
人
の
徵
集
あ
る
旨
の
觸
書
を
見
た
。:

・
た
み
く
さ
に
は
い
ま
希
望
が
あ
る
、
逸
人
を
招
集
せ 

よ
と
の
詔
が
天
下
の
丘
林
を
驅
け
め
ぐ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
」
前

年
(

開
元
二
十
九)

に
設
け
ら
れ
た
道
擧
は
、

こ
の
天
寶
元
年
も
十 

二
月
に
擧
行
さ
れ
る
が
、
老
莊
文
列
の
四
子
を
內
容
と
し
崇
玄
學
の
生
徒
を
對
象
と
し
た
專
門
色
の
強
い
も
の
で
あ
り
、
 

こ
こ
で
詩
が 

寄
せ
ら

れ

た
ふ

た

り

の

隱

逸

者

「
嚴
許
二
山
人
」

は
、
受
驗
者
と
し
て
必
ず
し
も
ふ
さ
わ
し
い
と
は
い
え
な
い
。
詩
題
の
日
付
の
記
述 

「
天
寶
初
七
月
初
三
日
」
は
、

『全
唐
詩
』
卷
200
、

『文
苑
英
華
』
卷

231
に
よ
る
。

た

だ

し

『文
苑
英
華
』

に

は

二

番

目

の

「
初
」
字
が 

な
い
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
作
詩
期
日
を
指
す
よ
う
に
見
え
る
。
北
京
圖
書
館
、
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
の
宋
本
、
明
抄
本
に



202

は

「
七
月
三
日
、
在
內
學
見
有
高
近
道
擧
徵
、
宿
關
西
客
舍
寄
東
山
嚴
許
二
山
人
」

に
作
る
、
宋

本

に

は

「
近
」

の

下

に

「
一
無
近 

字
」
と
注
す
る' 

と
い
う
。(

『岑
參
集
校
注
』)

こ
れ
に
よ
れ
ば
岑
參
が
徵
集
の
情
報
を
得
た
期
日
を
指
す
よ
う
に
見
え
る
。

『唐
音
統 

籤
』
卷
物
は
後
者
に
お
な
じ
。

『全
唐
詩
稿
本
』(

聯
經
出
版
事
業
公
司
景
印
版7

2
2
5

頁)

は
後
者
の
底
本
を
朱
筆
で
前
者
に
改
め
て
い
る
。 

岑

參

が

情

報

を

得

た

場

所

「
內
學
」
は
、

『文
苑
英
華
』

で

は

「
學
」
と
作
る
。

こ
れ
が
ど
こ
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
未
詳
。

『岑
蓼
集 

校
注
』

及

び

劉

開

揚

『岑
參
詩
集
編
年
箋
註
』1

9
9
5

は

「
崇
玄
學
」
と
す
る
が
、

こ
れ
は
徐
松
が
道
擧
と
す
る
の
を
承
け
て
の
こ
と 

で
、
信
用
で
き
な
い
。

一
方
、②

の
資
料
、
陳

尙

君

「
『登
科
記
考
』

正
補
」

が

指

摘

す

る

天

寶

二

年

の

「
高

道

不

仕

」
科
に
つ
い
て

は

、

天
寶
元
年
の 

「
高
道
」
科
と
同
一
の
も
の
か
、
別
の
も
の
か
、
判
斷
す
る
材
料
が
少
な
い
。
同
一
の
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
天
寶
元
年
七
月
三
日
と 

岑
參
が
報
吿
す
る
詔
に
よ
り
、
選
拔
が
次
年
に
ま
た
が
っ
た
も
の
、
と
な
る
。

天
寶
三
載
か
ら
四
載
に
か
け
て
は
類
似
し
た
名
の
「
高 

蹈
不
仕
」
科
が
行
わ
れ
て
お
り
、

い
ま
こ
れ
を
參
考
に
す
る
と
、
前
年
十
二
月
の
下
詔
、
翌
年
五
月
の
引
見
と
、

ほ
ぼ
半
年
の
期
間
を 

要
し
て
い
る
。(

『登
科
記
考
』
卷9

)

同
一
の
も
の
と
考
え
る
の
に
支
障
は
な
い
。

「
高
道
」
と

「
高
道
不
仕
」

の
呼
稱
の
違
い
は
、
約 

め
て
言
っ
た
も
の
か
、
あ

る

い

は

下

詔

時

の

「
制
目
」
と

試

驗

時

の

「
試
目
」

の
違
い
、
と

い

う

こ

か

も

し

れ

な

い

。(

「制
目
」
と 

「試
目
」
に
つ
い
て
は
、
『唐
代
試
策
考
述
』
247,
262
頁
を
蓼
照
。)

こ
の
こ
と
は
、

謁
見
時
期
の
問
題
に
か
ら
ん
で
、
あ
と
で
ふ
た
た
び
考
え 

て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

王

維

「
送

劇

弟

耽

歸

臨

淮

作
(

座
上
成)

」(

『王
摩
詰
文
集
』
卷9)

…
聖
主
詔
天
下
、
賢
人
不
得
遺
。
公
吏
奉
繰
組
、
安
車
去
茅
茨
。
君
王
蒼
龍
闕
、
九
門
十
二
逵
。
群
公
朝
謁
罷
、
冠
劎
下
丹
墀
。
 

野
鶴
終
踉
蹌
、
威
鳳
徒
蓼
差
。
或
問
理
人
術
、
但
致
還
山
詞
。

…
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李

白

「
答
杜
秀
才
五
松
山
見
贈
」
詩
(

『李
太
白
文
集
』
卷
17)

昔
獻
長
楊
賦
、
天
開
雲
雨
歡
。
當
時
待
詔
承
明
裏
、
皆
道
揚
雄
才
可
觀
。
…
聞
君
往
年
遊
錦
城
、
章
仇
尙
書
倒
屣
迎
。
飛
牋
絡 

繹
奏
明
主
、
天
書
降
問
迴
恩
榮
。
骯
髒
不
能
就
珪
組' 

至

今

空

揚

團

名

。

… 

天
寶
元
年
の
頃
、

「
高
道
」
科
の
擧
人
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
他
に
も
見
つ
か
る
。
王

維

「
送

高

道

弟

耽

歸

臨

淮

作(

座
上 

成)

」

は

「
高
道
」
科
に
應
じ
た
弟
、
す
な
わ
ち
王
姓
の
耽
な
る
後
輩
が
、

選
拔
を
終
え
て
故
鄕
に
歸
る
の
を
送
っ
た
作
。
從
來
こ
の 

「
高
道
」

の
意
味
が
判
然
と
せ
ず
、
人
名
か
と
思
わ
れ
て
い
た
。
科
擧
の
科
目
と
し
、
そ
の
ひ
と
の
稱
號
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る' 

と
す
る
こ
と
で
、
疑
問
は
解
消
す
る
。
詩
は
三
部
に
大
別
さ
れ
、
中
間
十
二
句
が
皇
帝
謁
見
の
模
樣
を
寫
す
。
「
こ
の
と
き
天
子
は
世 

の
遺
賢
を
召
し
出
す
む
ね
詔
を
下
し
、
車
を
設
え
て
鄭
重
に
迎
え
ら
れ
る
。
天
子
の
居
る
蒼
龍
の
宮
闕
は
九
門
に
閉
ざ
さ
れ
た
宮
城
の 

な
か
十
二
の
大
道
に
區
切
ら
れ
た
長
安
の
深
奧
部
、
群
公
の
朝
謁
が
お
わ
り
戴
冠
佩
劍
の
群
臣
が
朱
塗
り
の
ひ
ろ
ば
に
控
え
る
。

そ
の 

な
か
を
離
群
の
鶴
の
よ
う
に
進
み
出
る
が
あ
し
ど
り
は
お
ぼ
つ
か
ず
鳳
凰
の
ふ
ぞ
ろ
い
の
翼
は
い
た
ず
ら
に
垂
れ
た
ま
ま
、

ひ
と
び
と 

を
理
め
る
術
を
問
わ
れ
た
が
た
だ
山
に
還
り
た
い
旨
を
述
べ
る
ば
か
り
」
敍
述
は
か
な
り
具
體
的
で
あ
る
。
詩

題

に

あ

る

「
臨
淮
」

の 

地
名
は
、
天
寶
元
年
か
ら
乾
元
元
年
に
か
け
て
用
い
ら
れ
た
も
の
。
王
維
は
天
寶
元
年
春
頃
か
ら
四
載
に
か
け
て
宮
廷
で
左
補
闕
の
官 

位
に
あ
っ
た
。(

陳

鐵

民

『王
維
集
校
注
』1

9
9
7

ヽ
393
頁
、
同

付

錄

「王
維
年
譜
」1

3
4
9

丄3
5
2

頁)

李

白

「
答
杜
秀
才
五
松
山
見
贈
」
詩
は
、
杜

「
秀
才
」

に
答
え
た
作
。
自
身
が
宮
廷
に
仕
え
た
こ
と
か
ら
語
り
起
こ
し
て
、
途
中
で 

相
手
の
經
歷
に
言
い
及
ぶ
。

「
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
あ
な
た
は
む
か
し
蜀
に
遊
ん
だ
お
り
、
當
時
劍
南
節
度
使
で
あ
っ
た
章
仇
兼
瓊 

に
も
て
な
し
を
う
け
た
。

そ
の
推
薦
書
が
皇
帝
の
も
と
に
屆
き
、
徵
召
の
詔
が
く
だ
る
と
い
う
恩
榮
に
浴
し
た
。
し
か
し
そ
の
不
屈
の 

志
は
授
官
を
潔
し
と
せ
ず
、

い

ま

に

至
る
ま
で

む
な

し
く
「
高
道
」

の
名
を
揚
げ
る
の
み
だ
」

「
高
道
」

の
箇
所
は
、
靜
嘉
堂
と
北
京
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圖

書

館

に

藏

す

る

北

宋

蜀

刻

本

『李
太
白
文
集
』

の
み
こ
の
よ
う
に
作
り
、
南
宋
本
を
は
じ

め
と
す
る
他
の
諸
本
は
す
べ
て

「
高
蹈
」 

に
作
る
。
蜀
刻
本
に
は
類
似
し
た
字
形
で
意
味
の
違
う
字
を
充
て
る
誤
り
が
ま
ま
見
ら
れ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
刻
工
が
字
を
識
ら
な
い 

こ
と
を
示
す
よ
う
で
、

そ

の

點

「
高
道
」

の
箇
所
に
つ
い
て
は' 

音2
味
を
考
え
て
改
め
る
こ
と
が
な
く
、
も
と
の
テ
キ
ス
ト
を
忠
實
に 

傳
え
て
い
る
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

「高
道
」

は' 

用
例
が
き
わ
め
て
少
な
い
語
で' 

例

え

ば

兩

『唐
書
』

ま
で
の
正
史
に
は1

一
 

例
、
 

『全
唐
詩
』 

に
は
岑
蓼
、
王
維
詩
の
他
に' 

四
例
を
檢
索
す
る
の
み
で
あ
る
。

「(

苗
晉
卿)

祖
夔
、
高
道
不
仕
」(

『舊
唐
書
』
卷
113 

苗
晉
卿
傳)

、

「
處
士
孫
思
邈
者
、
精
識
高
道
」(

同
卷
171
裴

傳
)

、

「
高
道
時
坎
坷
」(

『全
唐
詩
』
卷
132
李

頑

「送
棊
毋
三
謁
房
給
事
」
詩)

、
 

「若
說
君
高
道
」(

同
卷
553
姚

鵠

「寄
贈
許
璋
少
府
」
詩)

、

「
高
道
乍
爲
張
翰
侶
」(

同
卷
663
羅

隱

「送
程
尊
師
之
晉
陵
」
詩)

、

「
見
他
高
道
人
」 

(

同
卷
806
寒

山

「詩
三
百
三
首
」)

こ

の

李

白

「
答
杜
秀
才
五
松
山
見
贈
」
詩

に

お

け

る

「高
道
」
は
、
科
擧
の
科
目
で
あ
り
そ
れ
が
杜
某 

の
稱
號
と
し
て
機
能
し
て
い
る
、
と
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
よ
く
意
味
が
通
じ
る
。
章
仇
兼
瓊
が
劍
南
節
度
使
の
任
に
あ
っ
た
の
は
、
 

開
元
二
十
七
年
か
ら
天
寶
五
載
ま
で
。

こ

の

間

「
高
道
」
科
の
擧
が
あ
っ
た
と
す
る
の
に
、
時
期
に
齟
齬
は
な
い
。
な
お
、

こ
の
詩
の 

制
作
時
期
を
諸
家
は
天
寶
十
三
載
754
と
す
る
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、

天
寶
元
年
の
頃'

「
高
道
」
科
の
擧
人
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
岑
蓼
、
王
維
、
李
白
の
詩
の
な
か
に
描 

か
れ
た
隱
逸
型
の
人
物
類
型
か
ら
判
斷
す
れ
ば
、

こ

れ

は

い

わ

ゆ

る

「
逸
人
の
擧
」

に
屬
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
「
草
堂
集
序
」 

や
李
白
の
詩
文
に
書
か
れ
た
人
物
類
型
も
同
樣
の
も
の
で
あ
り
、
彼
も
こ
の
擧
に
應
じ
た
と
す
る
の
が
最
も
自
然
な
考
え
方
で
あ
る
。
 

と

く

に

李

白

「答
杜
秀
才
五
松
山
見
贈
」
詩
は
、

お
な
じ
擧
に
應
じ
て
い
た
ひ
と
を
あ
と
で
知
り
、
明
暗
が
分
か
れ
た
こ
と
を
含
み
な 

が
ら
、

こ
こ
に
い
た
る
互
い
の
經
歷
を
ふ
り
か
え
り
友
情
を
述
べ
た
も
の' 

と
解
釋
す
る
こ
と
で' 

作
詩
意
圖
が
よ
う
や
く
明
ら
か
に 

な
る
と
思
わ
れ
る
。
あ
の
と
き
の
選
拔
に
あ
な
た
も
參
加
し
て
い
た
の
か'

「
奇
遇
だ
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
李

白

が

「
高
道
」
科 

に
應
じ
た
決
定
的
な
證
據
と
す
る
に
は
、
ま
だ
充
分
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
き
わ
め
て
有
力
な
證
據
に
は
違
い
な
い
。
な
お
、
吳



205 李白登科考

筠
も
こ
の
擧
に
應
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
權

德

輿

「
唐
中
嶽
宗
元
先
生
吳
尊
師
集
序
」(

『唐
文
粹
』
卷
93
、
『文
苑
英
華
』
卷
704)

に 

「
天
寶
初
、
玄
繰
の
鶴
書
も
て
、
徵
せ
ら
れ
て
京
師
に
至
る
。
希
夷
の
啓
沃
を
用
て
、
玄
聖
に
胳
合
す
。
度
し
て
道
士
と
為
る
こ
と
を 

請
い
、
嵩
丘
に
宅
ま
う
」
と
言
う
。

「
君
主
に
申
し
あ
げ
た
微
か
な
こ
と
ば
は
、
聖
人
老
子
に
吻
合
す
る
」
と
は
、
應
試
の
こ
と
か
と 

思
わ
れ
る
。

こ
の
擧
に
應
じ
た
者
は
、

可
能
性
の
あ
る
者
を
す
べ
て
含
め
れ
ば
、(

王)

耽

、
杜
秀
才
、
李
白
、
元
丹
丘
、

吳
筠
、
樊 

端
、
嚴
某
、
許
某
な
ど
と
な
る
。

1
=
1

制
擧

ー
、
槪

要

一

「
天
子
自
詔
」

「
其
爲
名
目
、
隨
其
人
主
臨
時
所
欲
」

「
不
有
常
科
、
皆
標
其
目
而
搜
揚
之
」

「
試
之
日
、
或
在
殿
廷
」

「
天 

子
親
臨
觀
之
」

「
文
策
高
者
特
授
以
美
官
、
其
次
與
出
身
」

其
制
詔
擧
人
、
不
有
常
科
、
皆
標
其
目
而
搜
揚
之
。
試
之
日
、
或
在
殿
廷
、
天
子
親
臨
觀
之
。
試
已
、
糊
其
名
於
中
考
之
、
刃 

策
高
者
特
授
以
美
官
、
其
次
與
出
身
。(

『通
典
』
卷
15
選
擧3)
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所
謂
制
擧
者
、
其
來
遠
矣
。
自
漢
以
來
、
天
子
常
稱
制
詔
道
其
所
欲
問
而
親
策
之
。
唐
興
、
世
崇
儒
學
、
雖
其
時
君
賢
愚
好
惡 

不
同
、
而
樂
善
求
賢
之
意
未
少
怠
、
故
自
京
師
外
至
州
縣
、
有
司
常
選
之
士
、
以
時
而
擧
。
而

天

子

又

自

詔

四

方

「
德
行
」

「
才 

能
」

「
文
學
」
之
士
、
或

「
高
蹈
幽
隱
」
與

其

「
不
能
自
達
」
者
、

下

至

「
軍
謀
將
略
」

「
翹
關
拔
山
」

「
絕
藝
奇
伎
」
莫
不
兼
取
。 

实
爲
名
目
、
隨
其
人
主
臨
時
所
欲
、
而
列
為
定
科
者
、
如

「
賢
良
方
正
」

「
直
言
極
諫
」

「
博
通
墳
典
達
於
敎
化
」

「
軍
謀
宏
遠
堪 

任
將
率
」

「
詳
明
政
術
可
以
理
人
」
之
類
、
其
名
最
著
。
而
天
子
巡
狩' 

行
幸
、
封
禪
太
山
梁
父
、
往
往
會
見
行
在
、
其
所
以
待 

之
之
禮
甚
優
、
而
宏
材
偉
論
非
常
之
人
亦
時
出
於
其
間
、
不
為
無
得
也
。(

『新
唐
書
』
卷
44
選
擧
志
上) 

制
擧
と
は
、
天
子
が
み
ず
か
ら
詔
を
く
だ
し
、
 

そ
の
時
に
必
要
な
人
材
を
臨
時
に
招
集
す
る
も
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
科
目
が
設
け
ら 

れ
る
。
試
驗
は
、
常

科
(

進
士
、
明
經
な
ど)

の
場
合
と
異
な
り
、
と
き
に
殿
廷
に
お
い
て
行
わ
れ
、
皇
帝
親
臨
の
も
と
に
文
策
が
課
さ 

れ
る
。
常
科
が
開
元
二
十
四
年
以
降
、
禮
部
試
と
な
り
、
合

格

し

て

も

官

吏

任

用

資

格(

出
身)

を
得
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
の
に
對 

し
、
天
子
自
詔
の
制
科
は
、
高
第
す
れ
ば
卽
授
官
が
可
能
で
あ
っ
た
。

科

目

は

繁

多(

「賢
良
方
正
」
「直
言
極
諌
」
「博
通
墳
典
達
於
敎
化
」
「
軍
謀
宏
遠
堪
任
將
率
」
「詳
明
政
術
可
以
理
人
」
な
ど
は
定
番)

だ
が
、
 

要

す

る

に

「
德
行
」

「
才
能
」
「
文
學
」

の
士
で
あ
り
、
そ

の

ほ

か

「
高
蹈
幽
隱
」

「
不
能
自
達
」
な
ど
が
あ
る
。
は

て

は

「
軍
謀
將
略
」 

「
翹
關
拔
山
」

「
絕
藝
奇
伎
」
な
ど
。

こ

の

よ

う

に

『新
唐
書
』

選
擧
志
は
、
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
大
別
し
て
い
る
。

二
、
目

的

・

「
國
之
急
務
、
莫
若
求
オ
」

「
頃
者
雖
屢
搜
揚
士
庶
、
尙
慮
遺
逸
、
更
宜
精
訪
、
以
副
虛
懷
」

「
宜
其
博
詢
州
里
、
明
歇
幽 

側
、
使
管
庫
無
遺
、
卄
過
軸
咸
擧
」
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先
天
二
年
六
月
、
詔
日
、
致
化
之
道
、
必
於
求
賢
、
得
人
之
要
、
在
於
徵
實
。
頃
雖
屢
存
賁
帛
、
無
輟
翹
車
、
而
駿
骨
空
珍
、
 

眞
龍
罕
覩
。
豈
オ
之
難
遇
、
將
擧
或
未
精
。
且
人
匪
易
知
、
取
不
求
備
、
瑰
琦
失
於
俗
譽
、
韜
晦
嗟
於
後
時
。
宜
其
博
詢
州
里
、
 

明
放
幽
側
、
使
管
庫
無
遺
、
卄
過
軸
咸
舉
。
其

諸

州

有

「
抱
器
懷
オ
、
不
求
聞
達
」
者

、
命
所
在
長
官
訪
名
奏
聞
。
武
勇
者
具
言
謀 

略
、
文
學
者
指
陳
藝
業
。
務
求
實
用
、
以
副
予
懷
。(

『登
科
記
考
」
卷5)

天
寶
元
年
正
月
丁
未
朔
、
改
元
、
大
赦
天
下
。
詔
日
、
國
之
急
務
、
莫
若
求
才
。
頃
者
雖
屢
搜
揚
士
庶
、
尙
慮
遺
逸
、
更
宜
精 

訪
、
以
副
虛
懷
。
其
前
資
官
及
白
身
人
中
、
有
儒
學
博
通
及
文
詞
秀
逸
、
或
有
軍
謀
越
衆
、
或
武
藝
絕
倫
者
、
委
所
在
長
官
、

具 

以
名
聞
薦
。(

同
卷9)

制
擧
の
目
的
は
、
國
家
の
基
礎
と
な
る
人
材
を
、
漏
れ
な
く
搜
し
集
め
る
こ
と
。

こ

と

に

才

能
が

あ

り
な

が
ら

「
下
僚
に
沈
ん
だ
者 

や
、
草
澤
に
遺
れ
ら
れ
て
い
る
者
」
な
ど' 

通
常
の
選
拔
に
こ
ぼ
れ
た
有
用
な
人
材
を
、
皇
帝
じ
き
じ
き
の
命
に
よ
り
、
ひ
ろ
く
く
ま 

な
く
拾
い
集
め
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
は
唐
代
の
詔
制
に
ひ
ろ
く
み
ら
れ
る
が
、
玄
宗
卽
位
直
後
や
天
寶
改
元
直
後
の
詔 

に
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

三
、
受

驗

資

格

・

「
現
任
官
、
前
資
官
、
出
身
人
、
白
身
人
」

天
寶
元
年
正
月
、:
.

其
前
資
官
及
白
身
人
中
、
有
儒
學
博
通
及
文
詞
秀
逸
、
或
有
軍
謀
越
衆
、
或
武
藝
絕
倫
者
、
委
所
在
長
官
、
 

具
以
名
薦
。(

同
卷9)
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開
元
二
十
九
年
正
月
、
…
其
內
外
官
有
親
伯
叔
及
兄
弟
、
幷
子
姪
中
灼
然
有
オ
術
異
能
、
風
標
節
行
、
通
閑
政
理
、
據
資
歷
堪 

充
刺
史
、
縣
令
者
、
各
任
以
名
薦
。(

同
卷8)

選
拔
方
法
は
、

通
常
、
求

め

る

條

件(

例

え

ば

「儒
學
博
通
」
「文
訶
秀
逸
」
「
軍
謀
越
衆
」
「武
藝
絕
倫
」)

に

叶

っ

た

人

材

を

「
所
在
長 

官
」

「
諸
道
檢
察
使
」

「
採
訪
使
」
な
ど
に
推
薦
さ
せ
る
と
い
う
仕
方
を
採
る
。

そ
の
際
、
受

驗

資

格

と

し

て

本

人

の

身

分(

現
任
官
、
 

前
資
官
、
出
身
人
、
白
身
人
な
ど)

の
條
件
が
設
定
さ
れ
る
。
天

寶

元

年

正

月

は

「
前
資
官
、
白
身
人
」
が
可
で
、

「
現
任
官
」
は
不
可
の 

例
。
あ
る
い
は
推
薦
者
の
身
分
條
項
が
加
わ
り
、
例

え

ば

「
內
外
官
で
、
親
戚
に
灼
然
た
る
オ
が
あ
り
刺
史
縣
令
の
任
に
堪
え
る
者
を 

推
薦
せ
よ
」(

開
元
ー
ー
十
九)

な
ど
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
ま

た

「白
身
人
」

の
み
を
對
象
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
開

元

二

年

の

「哲
人 

奇
士
、
隱
淪
屠
釣
」
科
が
一
例
、
孫
逖
が
合
格
し
た
。

つ
ま
り
人
材
搜
集
の
精
度
を
高
め
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
條
件
を
付
け
、

い
わ 

ば

制

度

の

「
隙
間
隙
間
を
め
が
け
て
」
網
を
か
け
る
。

こ
の
よ
う
な
選
拔
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
要

は

「
遺
漏
な
き
よ
う
に
」
搜 

集
す
る
わ
け
で
あ
る
。
受
驗
資
格
の
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
王

勛

成

『唐
代
銓
選
與
文
學
』2

〇〇

一
、
254,
267
頁
に
詳
し
い
ー 

四
、
不

能

自

達

・

「
恐
草
澤
遺
才
、
無
繇
自
達
」

「
草
澤
有
文
武
高
オ
、
令
詣
闕
自
擧
」

開
元
十
五
年
、
正
月
戊
寅
、
制
草
澤
有
文
武
高
オ
、
令
詣
闕
自
擧
。

五
月
、
詔
中
書
門
下
引
文
武
擧
人
就
中
策
試
。
於
是
藍
田
縣
尉
蕭
諒
、
右
衞
冑
曹
梁
涉
、
邠
州
柱
國
子
張
圮
等
對
策
稍
優
、
錄 

奏

。
帝
謂
源
乾
曜
、
杜
暹
、
李

元

紘

等

日

「
朕
宵
衣
肝
食
、
側
席
求
賢
、
所
以
每
念
搜
揚
者
、
恐
草
澤
遺
才
、
無
繇
自
達
。
至
如 

畿
尉
、
衞
佐
、
未
經
推
擇
、
更
與
褐
衣
爭
進
、
非
朕
本
意
」

繇
是
唯
以
張
兄
爲
下
第
放
選
、
餘
悉
罷
之
。
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九
月
庚
辰
、
帝
御
雒
城
南
門
、
親
試
沈
淪
草
澤
、
詣
闕
自
擧
文
武
人
等
。(

同
卷7)

「
草
澤
に
沈
淪
す
る
者
の
搜
揚
」
は
ひ
と
つ
の
題
目
で
あ
り
、
理
想
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
實
際
に
具
現
し
よ
う
と
す
る
と
、
彼
ら
に 

は
推
薦
者
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
開
元
十
五
年
の
例
で
は
、

「
不
能
自
達
」
者

に

み

ず

か

ら

宮

闕

に

赴

い

て

「自
擧
」

さ
せ
よ
、
 

と
の
詔
が
あ
っ
た
。

こ

の

場

合

も

受

驗

資

格

は

「白
身
人
」

で
あ
る
。

し
か
し
試
驗
は
、
實
際
に
は
無
資
格
で
あ
る
は
ず
の
現
任
官
が 

合
格
し
て
し
ま
い
、
御
意
に
よ
り
差
し
戾
し
、
再
試
驗
と
な
つ
た
。

五
、
高

蹈

幽

隱

・

「
高
蹈
不
仕
」

「
逸
人
之
擧
、
所
以
勵
天
下
、
激
浮
躁
也
」

天
寶
三
載
十
二
月
、
制
日
、:
.

朕
惟
熙
庶
績
、
博
訪
逸
人
、
豈
唯
振
拔
滯
淹
、
以
期
於
大
用
、
亦
欲
褒
崇
高
尙
、
將
敦
於
薄
俗
。
 

虛
佇
之
懷
、
兼
在
於
此
。
其

有

「高
蹈
不
仕
、
遁
跡
邱
園
」
遠
近
知
聞
、
未
經
薦
擧
者
、
委
所
在
長
官
以
禮
徵
送
。(

同
卷9)

天
寶
四
載
五
月
、
引

見

諸

州

「
高
蹈
不
仕
」
擧
人
。
詔

日

「
君
子
之
道
、
所
以
正
心
志
、
全
貞
吉
也
。
逸
人
之
擧
、
所
以
勵
天 

下
、
激
浮
躁
也
。
朕
欽
崇
先
訓
、
以
道
化
人
、
思
致
棲
眞
之
士
、
用
光
咸
在
之
列
。
是
以
頻
降
旌
帛
、
冀
空
巖
藪
、
虛
懷
式
舞
、
 

明
發
不
忘
。
卿
等
來
膺
辟
命' 

遠
至
城
闕
。
周
文
多
士
、
旣
叶
於
旁
求
、
虞
舜
疇
咨
、
亦
在
於
僉
議
。
爰
命
臺
省
、
詢
於
道
業
。 

或
善
行
無
跡
、
名
實
難
窺
、
或
大
器
晚
成
、
春
秋
尙
富
。
津
涯
未
測
、
輪
橢
何
施
。
事
且
隔
於
行
藏' 

道
遂
分
於
出
處
。
其
馬
曾
、
 

常
廣
心
、
賀
蘭
迪
等
三
人
、
宜
待
後
處
分
。
崔
從
ー
、
王
允
貽
、
韓
宣
、
胡
祭
、
趙
元
獎
等
五
人
、
年
鬢
旣
高
、
稍
宜
優
異
、
宜 

各
賜
綠
衣
ー
副
、
物
二
十
段
。
餘
幷
賜
物
十
段
。
不
奪
隱
淪
之
志
、
以
成
高
尙
之
美
。
並
宜
坐
食
、
食
訖
好
去
、
仍
依
前
給
公
乘
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還
郡
」
數
日
、
曾
爲
左
拾
遺
、
廣
心
、
迪
並
爲
金
吾
衞
兵
曹
。(

同
卷9)

以
上
は
、
自
薦
他
薦
を
問
わ
ず
、

い
ず
れ
も
み
ず
か
ら
積
極
的
に
選
に
應
じ
る
ひ
と
び
と
を
對
象
と
し
た
選
拔
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に 

對
し
、
仕

官

の

意

志

を

示

さ

な

い

「
不
求
聞
達
」
者
、

「
高
蹈
幽
隱
」
者
を
對
象
と
し
た
選
拔
が
あ
っ
た
。

そ

の

カ

テ

ゴ

リ

ー

は

「
德 

行
」

の
士
、
と

「
隱
逸
」
者
に
大
別
で
き
る
。
後

者

「
逸
人
の
擧
」

の
意
義
に
つ
い
て
は
、
詔

の

な

か

に

「
天
下
の
ひ
と
び
と
を
勵
ま 

す
た
め
だ
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
制
擧
の
眞
の
意
義
は
、
實
際
の
役
に
立
つ
人
材
を
得
る
實
質
面
で
の 

利
益
よ
り
も
、
通
常
の
選
に
漏
れ
た
者
や
失
職
者
、

そ
の
選
に
及
ば
な
い
よ
う
な
社
會
の
下
層
に
ま
で
、
皇

帝

が

じ

き

じ

き

に

「
恩
澤 

を
垂
れ
る
」

こ
と
に
よ
っ
て
、

ひ

と
び
と
を

體
制
に
參
加
さ
せ
支
配
を
よ
り
強
固
な
ら
し
め
る
、
と

い
う
と
こ

ろ

に
求
め
ら
れ

る
。 

「
逸
人
の
擧
」

は
、

こ
う
し
た
も
く
ろ
み
が
制
度
の
な
か
に
象
徵
的
な
か
た
ち
を
と
っ
て
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
ヽ
と
考
え
る
こ
と
が 

で
き
る
。

仕
官
の
途尙

書
省

「
常

科
(

進
士
、
明
經)

」
鄕
試
——
省

試
(

禮
部)

丨

「
出
身
」
—
銓

選
(

吏
部)

—
任
官 

中

書

省
(

天
子
自
詔) 

一
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「
制
科
」
各
州
郡
長
官
等
推
薦
——
親
試
——

甲

科

登

第

—
任
官 

ー

乙

科

登

第I

與

「
出
身
」(

官
吏
取
得
資
格) 

選
擧
制
度
を
受
驗
者
の
側
か
ら
見
る
と
、
仕
官
を
め
ざ
す
に
は
通
常
、
禮

部

試

で

あ

る

科

擧

の

常

科(

進
士
、
明
經
な
ど)

を
受
け
、
 

官

吏

任

用

の

資

格(

出
身)

を
取
得
し
た
あ
と
、

一

定

の

銓

限(

三
年)

を
守
り
、
吏
部
の
銓
選
を
經
て
任
用
に
至
る
、
と
い
う
の
が 

も
っ
と
も
着
實
な
途
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
任
官
を
急
ぐ
な
ら
、
天
子
自
詔
の
制
擧
を
受
け
る
と
い
う
途
が
あ
る
。
し
か
し
、
難
關
で 

あ
る
進
士
を
經
て
、
さ
ら
に
銓
限
を
守
り
、
銓
選
に
臨
む
、
と
い
う
こ
と
が
當
人
に
と
っ
て
困
難
で
あ
る
と
判
斷
さ
れ
た
場
合
は
、
直 

接
制
科
に
應
じ
る
と
い
う
方
途
も
あ
る
。
杜

甫

や

元

結

は

常

科

の

他

に

制

科(

天

寶

六

「通
明
一
藝
已
上
」)

に
も
應
じ
て
い
る
。
ま
た 

高

適

は

常

科

に

は

應

じ

ず

制

科

を

二

度

受

驗

し

て

「
有
道
」
科
(

天
寶
ハ)

に
合
格
、
任

官

し

た

。

そ

の

ほ

か

獨

孤

及

は

「
洞
曉
玄 

經
」
科
(

天
寶
十
三)

に
合
格
し
て
任
官
し
た
。
高
適
の
よ
う
に
、
通

常

の

行

き

方(

常
調)

を
輕
ん
じ
て
制
科
に
應
じ
る
、
と
い
う
風 

潮
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
高
適
や
岑
參
の
詩
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①
 

…
幾

載

困

馴

、

一
朝
時
命
催
。
白
身
謁
明
主
、
待
詔
登
雲
臺
。

…
(

高

適

「宋
中
遇
劉
書
記
有
別
」
詩
、
孫

欽

善

『高
適
集
校 

注
』1

9
8
4

ヽ
11
頁)

② 

憶
昨
相
逢
論
久
要
、
顧

君

哂

我

輕

御

。
…
幸
逢
明
聖
多
招
隱
、
高
山
大
澤
徵
求
盡
。
此
時
亦
得
辭
魚
樵
、
靑
袍
裹
身
荷
聖 

朝

。
…
(

高

適

「留
別
鄭
三
韋
九
兼
洛
下
諸
公
」
詩
、
『高
適
集
校
注
」
168
頁)

③ 

夫

子

傲

阖

、
詔
書
下
徵
求
。
知
君
欲
謁
帝
、
秣
馬
趨
西
周
。

…
伯
父
四
五
人
、
同
時
爲
諸
侯
。

…
(

岑

參

「冀
州
客
舍
酒
酣 

貽
王
綺
寄
題
南
樓(

時
王
子
應
制
擧
欲
西
上)

」
詩
、
『岑
參
集
校
注
』
22
頁
、
『岑
參
詩
集
編
年
箋
註
』
45
頁
、
劉
開
揚
注
、
開
元
二
十
九
年
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正
月
、
又

詔

日

「
…
內
外
官:
.

子
姪
中
灼
然
有
オ
術
異
能:.

各
任
以
名
薦
」:.

當
卽
此
詔)

④
 

適
性
拓
落
、
不
拘
小
節
、
恥

預

剃

、
隱
迹
博
徒
、
才
名
自
遠
。

…
(

『河
岳
英
靈
集
』
卷
上
、
高
適
評)

①

高

適

「
宋
中
遇
劉
書
記
有
別
」
詩
は
、
比
較
的
早
い
時
期
に
作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
作
。
送

別

す

る

相

手

「
劉
書
記
」

の
經
歷 

に

つ

い

て

「
何
年
も
常
調
に
苦
し
め
ら
れ
た
が
、
あ
る
と
き
皇
帝
じ
き
じ
き
の
命
が
下
っ
た
。
白
身
の
身
分
で
明
主
に
拜
謁
し' 

詔
を 

待
っ
て
宮
中
に
職
を
授
か
っ
た
」
と
言
う
。②

高

適

「留
別
鄭
三
韋
九
兼
洛
下
諸
公
」
詩
は
、
自
身
が
制
科
に
合
格
し
赴
任
す
る
と
き 

の
作
。
送

別

す

る

相

手

「
鄭
三
」

な

い

し

は

「
韋
九
」

に
對
し
て
、
「
わ
た
し
が
常
調
を
輕
ん
じ
て
い
る
の
を
笑
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た 

ね
」
と
言
う
。③

岑

參

「
冀

州

客

舍

酒

酣

貽

王

綺

寄

題

南

樓(

時
王
子
應
制
擧
欲
西
上)

」
詩
は
、
制

擧
(

開
元
二
十
九)

に

應

ず

る

「
王 

綺
」

に
贈
っ
た
作
。

「
あ
な
た
は
常
調
を
輕
く
見
て
い
た
が' 

い
ま
徵
求
の
詔
が
下
っ
た
」
と
言
う
。
ま
た④

『河
岳
英
靈
集
』
高
適 

評
は
、
彼

が

「
科
擧
の
常
科
に
あ
ず
か
る
の
を
恥
と
し
た
」
と
言
う
。
彼

ら
(

高
適
、
 

劉
書
記
、
王
綺)

が
常
科
か
ら
入
る
通
常
の
方
途 

を
採
ら
な
い
の
は
、
能
力
を
も
含
め
て
合
格
の
可
能
性
が
低
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
積
極
的
な
理
由
と
し
て
は
、
制
擧
が
皇
帝
の 

直
接
選
拔
で
あ
る
と
い
う
名
譽
が
ひ
と
つ' 

そ
れ
に
加
え
て
合
格
卽
授
官
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
條
件
に
眞
の
意
圖
が
あ
っ
た
で
あ 

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
た
だ
し
そ
の
場
合
、

「
甲
科
登
第
」
が
必
須
で
あ
り
、
次

點

の

場

合

は

官

吏

任

用

資

格

「
出
身
」
が 

與
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。(

「文
策
高
者
特
授
以
美
官
、
其
次
與
出
身
」
『通
典
』)

合
格
で
も
こ
の
ふ
た
つ
の
間
に
は
天
と
地
ほ
ど
の
違
い 

が
あ
る
。
高
適
が
合
格
後
與
え
ら
れ
た
地
方
縣
尉
の
職
を
任
期
滿
了
前
に
放
棄
し
た
の
は
、

そ
こ
か
ら
の
出
世
に
見
切
り
を
つ
け
た
と 

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

そ
も
そ
も
制
擧
受
驗
は
中
央
勤
務
の
美
官
を
得
て
出
世
コ
ー
ス
に
乘
る
こ
と
を
意
圖
し
て
の
も
の
だ
っ
た
と 

い
う
こ
と
が
根
本
的
な
要
因
と
し
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
こ
と
に
關
し
て
は' 

川

口

喜

治

「
杜

甫

「
送
高
三
十
五
書
記
」 

詩
の
制
作
を
め
ぐ
っ
て
」(

『山
口
縣
立
大
學
國
際
文
化
學
部
紀
要
」
第9

號
、2

0
0
3
)

に
詳
し
い
考
察
が
あ
る
。
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白

身

人

の

制

擧

登

科

後

の

授

官

狀

況

に

つ

い
て

は

『唐
代
銓
選
與
文
學
』

260,
262
頁
に
詳
し
い
考
察
が
あ
る
。

そ
こ
で
は
制
科
で
出 

身
を
與
え
ら
れ
た
者
の
處
遇
に
つ
い
て
、

こ

れ

も

「
守
選
」

の
必
要
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
資
料
が
な
い
、
と
言
う
。

「逸
人
李
白
」
と
周
圍
の
ひ
と
び
と

① 

-
-
-

昨
於
山
人
李
白
處
奉
見
吾
子
移
文
、:
.

近
者
逸
人
李
白
自
蛾
眉
而
來
、
爾
其
天
為
容
、
道
爲
貌
、
不
屈
己
、
不
干
人
、
 

巢
由
以
來
一
人
而
已
。
…
(

李

白

「代
壽
山
答
孟
少
府
移
文
書
」
卷
26
、
開
元
十
五
年
727)

② 

…
昔
與
逸
人
東
嚴
子
、
隱
於
岷
山
之
陽
、
白
巢
居
數
年
、
不
跡
城
市
。:
.

廣
漢
太
守
聞
而
異
之
、
詣
廬
親
覩
、
因
擧
二
人
以 

有
道
、
並
不
起
。
此
則
白
養
高
忘
機
、
不
屈
之
跡
也
。
…
(

李

白

「上
安
州
裴
長
史
書
」
卷
26
、
開
元
十
ハ
年
730)

③
 

…
傳
日
、
擧
逸
人
而
天
下
歸
心
。

…
(

李

白

「爲
宋
中
丞
自
薦
表
」
、
至
德
二
載
757)

④
 

…
唐
高
士
李
白
…
(

李

華

「故
翰
林
學
士
李
君
墓
誌
序
」
卷1)

李
白
の
場
合
、
高
適
ら
の
よ
う
な
通
常
の
制
擧
受
驗
者
と
は
ま
た
す
こ
し
違
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
早
期
に
書
か
れ
た
文
章
で
は
自 

身
を
隱
逸
者
の
よ
う
に
言
い
、

「
逸
人
の
擧
」
を
意
識
し
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。①

「
代
壽
山
答
孟
少
府
移
文
書
」
は
、
出
蜀
し
て
安 

陸
の
壽
山
に
隱
棲
し
た
と
き
の
作
。
孟
少
府
な
る
人
物
か
ら
の
、
恐
ら
く
逸
人
搜
求
を
趣
旨
と
す
る
移
文
に
對
し
、
壽
山
が
返
答
す
る 

と
い
う
趣
向
で
答
え
た
も
の
。

そ
の
な
か
で
李
白
は
、
達
す
れ
ば
兼
ね
て
天
下
を
濟
い
、
窮
す
れ
ば
獨
り
一
身
を
善
く
す
る
、
と
い
う 

信
條
を
言
う
。
要
す
る
に
手
の
込
ん
だ
自
薦
の
文
章
で
あ
る
。

そ

こ

に

は

「
山
人
李
白
」

「
逸
人
李
白
」
と
稱
し
て
い
る
。

お
な
じ
く
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安
陸
時
代
に
書
か
れ
た②

「
上
安
州
裴
長
史
書
」

で
は
、
蜀

に

い

た

こ

ろ

「
逸
人
東
嚴
子
」
と
岷
山
に
隱
れ
、

「
有
道
」
科
に
推
擧
さ 

れ
た
が
辭
退
し
た' 

と
言
う
。
晚
年
の
自
薦
文③

「
爲
宋
中
丞
自
薦
表
」

で
は
、
都
の
官
職
を
求
め
る
に
あ
た
り
、

『論
語
』

の
こ
と 

ば

を

な

ぞ

り

つ

つ

「
逸
人
を
擧
ぐ
れ
ば
天
下
は
心
を
歸
す
」
と
、

み
ず
か
ら
を
隱
者
に
比
況
し
て
い
る
。④

李

華

「故
翰
林
學
士
李
君 

墓
誌
序
」
は
、
李

白

の

こ

と

を

「
高
士
」
と
呼
ん
で
い
る
。
と
は
い
え
、

こ
の
よ
う
な
隱
逸
者
と
し
て
の
側
面
は
彼
の
生
活
の
う
ち
ー 

部
分
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
〇

李

白

「
送
—
友
人
—
還
山
—
詩
」(
24
首)

彙

繫

安

郁

511
送
韓
準
裴
政
孔
巢
父
還
山

527
送
賀
監
歸
四
明
應
制

532
送
賀
賓
客
歸
越

541
送
于
十
八
應
四
子
擧
落
第
還
嵩
山 

©

215
西
岳
岳
雲
臺
歌
送
丹
丘
子

224
白
雲
歌
送
劉
十
六
歸
山

566
白

雲

歌

送

友

人(
N

224)

534
送

裴

十

八

圖

南

歸

嵩

山(

一)

535
送

裴

十

八

圖

南

歸

嵩

山(

二)

©

557
送
蔡
山
人

736

740

744744744
4-4-744744744744

744744

744

744
904-

745

744

743

744

743

744

743

744

551
奉

餞

高

尊

師

如

貴

道

士

傳

道

〇

畢

歸

北

海

745
744
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©
>

559
送
楊
山
人
歸
嵩
山

<©
221
鳴
皐
歌
送
岑
徵
君

©>
563
送
岑
徵
君
歸
鳴
皐
山

222
鳴
皐
歌
奉
餞
從
翁
淸
歸
五
崖
山
居

520
魯
城
北
郭
曲
腰
桑
下
送
張
子
還
嵩
陽

564
送
范
山
人
歸
太
山

570
江
上
送
女
道
士
褚
三
淸
遊
南
岳

567
送
通
禪
師
還
南
陵
隱
靜
寺

502
送
王
屋
山
人
魏
萬
還
王
屋

509
送
溫
處
士
歸
黃
山
白
鵝
峯
舊
居

583
與
諸
公
送
陳
郞
將
歸
衡
陽

508
送
楊
山
人
歸
天
台

499
贈
別
王
山
人
歸
布
山

745

5
 
4

4
 
4

7
 
7

745

746

744

54-

746

745

751

737746749753754

742745747753754

754

4
- 
4-

5
 
5

7
 
7

-0 

〇

6
 
6

7
 
7

76
”

73

彙
、
詹

鏤

『李
白
全
集
校
注
彙
釋
集
評
』1

9
9
6

繫
、
詹

鏤

『李
白
詩
文
繫
年
』

安

、
安

旗

『李
白
全
集
編
年
注
釋
』1

9
9
0

 

郁

、
郁

賢

皓

『李
白
選
集
』1

9
9
0
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李
白
周
圍
の
隱
逸
者
た
ち
に
つ
い
て
は
、
彼
の
詩
文
が
多
く
を
傳
え
る
。
友
人
が
山
に
還
る
際
に
送
ら
れ
た
詩
も
ひ
と
つ
の
手
が
か 

り
で
あ
る
。

こ
れ
は
李
白
の
長
安
體
驗
以
降
に
形
成
さ
れ
、
と
く
に
在
京
時
と
離
京
直
後
に
集
中
す
る
。
そ
も
そ
も
こ
れ
が
山
居
の
友 

人

を

「
都
で
」
送
別
す
る
と
い
う
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
成
り
立
ち
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
理
由
で
都 

に
出
て
き
た
隱
逸
者
た
ち
が
、
目
的
を
達
す
る
に
せ
よ
達
し
な
い
に
せ
よ
都
を
あ
と
に
す
る
狀
況
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
が
都
に 

來
る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
受
驗
も
そ
の
ひ
と
つ
。

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
試
驗
な
の
か
、

は
っ
き
り
と
わ
か
る
も
の
は
多
く
な
い
が
、
 

い

く

つ

か

は

「
逸
人
の
擧
」

に
應
じ
た
と
み
ら
れ
る
ひ
と
へ
の
作
で
あ
る
。(

©
215
「
西
岳
雲
臺
歌
送
丹
丘
子
」
、
557
「送
蔡
山
人
」
、
559
「送 

楊
山
人
歸
嵩
山
」
、
221
「鳴
皐
歌
送
岑
徵
君
」
、
563
「送
岑
徵
君
歸
鳴
皐
山
」)

數
は
五
首
ほ
ど
で
あ
る
が
、

同
時
代
の
詩
人
の
な
か
で
は
も
っ 

と
も
多
く
、
他
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
。

そ
の
ほ
か
道
擧
に
應
じ
た
ひ
と
へ
の
作
も
あ
る
。(
541
「
送
于
十
八
應
四
子
擧
落
第
還
嵩
山
」) 

つ
ま
り
、
李

白

の

交

友

の

範

圍

內

で

は

「
逸
人
の
擧
」

が
と
く
に
出
世
の
方
途
と
し
て
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
新
舊 

『唐
書
』

の
隱
逸
傳
に
傳
記
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
ひ
と
は' 

こ
う
し
た
ひ
ろ
い
裾
野
の
な
か
の
と
り
わ
け
顯
著
な
例
と
考
え
る
べ
き 

で
あ
ろ
う
。

盧
鴻
一:
.

隱
於
嵩
山
。
開
元
初
、
遣
備
禮
再
徵
不
至
。
五
年
、

下
詔:
.

鴻
一
赴
徵
。
六
年
至
東
都' 

謁
見
不
拜
。:

・
奏
日
「
… 

禮
者
忠
信
之
所
薄
、
不
足
可
依
。
山
臣
鴻
一
敢
以
忠
信
奉
見
」
上
別
召
升
內
殿
、
賜
之
酒
食
。
詔

日

「
…
爰
擧
逸
人
、
用
勸
天
下
。
 

特
宜
授
諌
議
大
夫
」
鴻
一
固
辭
、
又

制

日

「
…
傳
不
云
乎
、
擧
逸
人
、
天
下
之
人
歸
心
焉
。

…
宜
以
諫
議
大
夫
放
還
山
。
歲
給
米 

百
石
、
絹
五
十
匹
、
充
其
藥
物
、
仍
令
府
縣
送
隱
居
之
所
。
若
知
朝
廷
得
失
、
具
以
狀
聞
」(

『舊
唐
書
』
卷
192
隱
逸
傳) 

司
馬
承
禎:
.

則
天
聞
其
名
、
召
至
都
、
降
手
敕
以
讚
美
之
。

…
景
雲
二
年
、
睿
宗
令
其
兄
承
祿
就
天
台
山
追
之
至
京
、
引
入
宮
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中
、
問
以
陰
陽
術
數
之
事
。
承
禎
對
日:
.

睿

宗

歎

息

日

「
廣
成
之
言
、
卽
斯
是
也
」

…
開
元
九
年
、
玄
宗
又
遣
使
迎
入
京
、
親
受 

法
篠
、
前
後
賞
賜
甚
厚
。
…
十
五
年
、
又
召
至
都
。(

同
上)

い

ま

『舊
唐
書
』
隱

逸

傳

に

採

ら

れ

た

二

十

人(

王
績
、
田
遊
巖
、
史
德
義
、
王
友
貞
、
盧
鴻
一
、
王
希
夷
、
衞
大
經
、
李
元
愷' 

王
守
愼
、
 

徐
仁
紀' 

孫
處
玄' 

白
履
忠
、
王
遠
知
、
潘
師
正' 

劉
道
合
、
司
馬
承
禎
、
吳
筠
、
孔
述
睿
、
陽
城
、
崔
覲)

の
う
ち
、
時
代
の
近
い
盧
鴻
一 

(

『新
唐
書
』
卷
196
作

「盧
鴻
」)

に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
は
再
三
の
招
き
に
應
じ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
名
が
揚
が
り
、

つ
い
に
は
と
く
に 

催
促
す
る
旨
の
詔
が
下
る
。
謁
見
の
際
に
は
わ
ざ
と
拜
禮
を
し
な
い
よ
う
な
ス
タ
ン
ド
プ
レ
ー
に
よ
っ
て
さ
ら
に
印
象
づ
け
ら
れ
る
。
 

ま
た
道
敎
茅
山
派
の
道
士
た
ち
が
多
く
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
こ
と
に
も
氣
づ
く
。
李
白
の
友
人
、
元
丹
丘
も
そ
の
末
流
に
連
な
る
ひ 

と
り
で
あ
る
。
李
白
本
人
も
北
海
の
高
如
貴
な
る
人
物
に
道
錄
を
授
か
っ
た
。(

「草
堂
集
序
」
、
「奉
餞
高
尊
師
如
貴
道
士
傳
道
錄
畢
歸
北 

海
」
卷
15
、
「訪
道
安
陵
遇
蓋
寰
爲
予
造
眞
錄
臨
別
留
贈
」
卷9

)

李
白
の
傳
記
が
こ
う
し
た
隱
逸
者
た
ち
、
と
く
に
茅
山
派
道
士
た
ち
の
書 

き
方
に
類
似
し
て
い
る
の
は
、
道
敎
に
よ
る
繫
が
り
が
意
識
さ
れ
て
い
よ
う
。
皇
帝
と
對
等
の
關
係
を
も
つ
の
は
陶
弘
景
以
來
の
宗
師 

の
傳
記
に
顯
著
な
書
き
方
で
あ
る
。
た
だ
し
皇
帝
に
名
指
し
で
招
か
れ
た
著
名
な
隱
逸
と
異
な
っ
て
、
李
白
の
場
合
は
多
人
數
に
よ
る 

「
選
拔
」

の
要
素
が
、
傳
記
の
書
き
方
に
影
を
落
と
し
て
い
る
。

茅
山
派
法
脈
圖

陶
弘
景
——
王
遠
知
——
潘

師

正

リ

司

馬

承

禎

『

李

含

光
(

李

渤

「眞
系
」
『雲
笈
七
籤
』
卷5)

厂
胡
曲
糸
陽
——
元

丹

丘
(

李

白

「漢
東
紫
陽
先
生
碑
銘
」
王
琦
本
卷
30) 

-
-
-
-
-
-
-
-

馮
尊
師
——
吳

筠
(

權

德

輿

「唐
中
嶽
宗
元
先
生
吳
尊
師
集
序
」)
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水

權

德

輿

「
唐
中
嶽
宗
元
先
生
吳
尊
師
集
序
」
は
、

『全
唐
文
』
卷

489
、

『道
藏
』

726
册
太
玄
部
、
尊
に
よ
る
。

『唐
文
粹
』
卷 

93
と

『文
苑
英
華
』
卷

704
で

は

「
王
遠
知
か
ら
馮
尊
師
を
經
て
吳
筠
ま
で
五
代
」
と
言
う
。

逸
人
の
擧

「
搜
集
遺
逸
」
は
制
擧
一
般
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
り
、
純

正

の

「
逸
人
の
擧
」
を
詔
の
文
面
か
ら
見
分
け
る
こ
と
は
む

ず
か
し
い
。
よ

り

確

か

な

し

る

し

は

「
不
求
聞
達
」

や

「
以
禮
徵
送
」 

よ
っ
て
そ
れ
ら
し
い
も
の
を
拾
う
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

な
ど
の
文
言
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

い

ま

『登
科
記
考
』

に

太
宗貞

觀
ハ 

正

月

「若
有
宏
材
異
等
、
留
滯
末
班
、
哲
人
奇
士
、
隱
淪
屠
釣
、
宜
精
加
搜
訪
、
進
以
殊
禮
」

貞

觀

十

一

四

月

「
其
孝
弟
淳
篤
、
兼
閑
時
務
、
儒
術
該
通
、
可
爲
師
範
、
文
詞
秀
美
、
オ
堪
著
述
、
明
識
治
體
、
可
委
字
民
、
 

並
志
行
修
立
、
爲
鄕
里
所
推
者
、
擧
送
雒
陽
宮
、
各
給
傳
乘
、
優
禮
發
遣
」

高
宗永

徽

七

十

月

「
宜
令
河
南
河
北
、
江
淮
以
南
州
縣
、
或
緯
俗
之
英
聲
馳
管
樂
、
或
濟
時
之
器
價
軼
蕭
張
、
學
可
帝
師
材
堪
棟 

輔
者
、
必
當
位
之
不
次
、
可
明
加
採
訪
、
務
盡
オ
傑
、
州
縣
以
禮
發
遣
」

玄
宗
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先

天

一

ー

六

月

「
其
諸
州
有
抱
器
懷
オ
、
不
求
聞
達
者
、
命
所
在
長
官
訪
名
奏
聞
」

開

元

五

二

月

「
有
嘉
遞
幽
棲
、
養
高
不
仕
者
、
州
牧
各
以
名
薦
」

開

元

十

一

十

一

月

「
其
諸
色
人
中
、
有
懷
オ
抱
器
、
未

經

薦

擧
(

『唐
大
詔
令
集
』
作
、
不
求
聞
達)

者

、
委
所
在
長
官
審
訪
、
 

擇
其
名
錄
奏
」(

『册
府
元
龜
」
『唐
大
詔
令
集
』)

開
元
二
十
七 

正

月

「
令
諸
州
刺
史
擧
德
行
尤
異
、
不
求
聞
達
者
、
特
乘
傳
赴
京
」

同

二

月

「
草
澤
間
有
殊
オ
異
行
、
文
堪
經
國
、
爲
衆
所
推
、
如
不
求
聞
達
者
、
所
繇
長
官
以
禮
徵
送
」

・
天
寶
兀 

「
高
道
」(

『唐
代
試
策
考
述
」
唐
代
制
擧
科
目
年
表)

・

天

寶

一

ー

「
高
道
不
仕
」(

『登
科
記
考
補
正
』
引

「
『登
科
記
考
』
正
補
」)

天

寶

三

十

二

月

「
其
有
高
蹈
不
仕
、
遁
跡
邱
園
、
遠
近
知
聞
、
未
經
薦
擧
者
、
委
所
在
長
官
以
禮
徵
送
」

天

寶

四

五

月

「
引
見
諸
州
高
蹈
不
仕
擧
人
」

天

寶

十

三

二

月

「
其
士
庶
間
衆
推
孝
弟
累
代
義
居
、
高
尙
確
然
隱
遁
巖
穴
者
、
委
採
訪
使
博
訪
聞
薦
」 

肅
宗至

德

三

四

月

「
草
澤
及
卑
位
之
間
、
有
不
求
聞
達
、
未
經
推
薦
者
、
有
一
藝
已
上
、
恐
遺
俊
乂
、
令
兵
部
吏
部
作
徵
召
條
目 

奏
聞
」

代
宗寶

應
一 

ー

十

二

月

「
宜
令
行
在
側
近
府
州
長
官
、
搜
擧
遺
逸
、
其
有
懷
オ
抱
器
、
高
蹈
不
仕
、
精
加
訪
擇
、
必
以
名
薦
、
仍
須 

以
禮
資
遣
、
送
赴
行
在
、
賁
於
邱
園
、
待
以
郞
署
」

以
下
省
略
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こ

の

ほ

か

に

も

『唐
大
詔
令
集
』
卷

106
貢
擧
に
、
年
號
を
付
さ
な
い
が
前
後
の
配
列
等
か
ら
開
元
年
間
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
「
處 

分
高
蹈
不
仕
擧
人
敕
」

が
あ
る
。
な
お
漏
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
時
代
に
よ
っ
て
資
料
の 

遺
り
方
に
違
い
が
あ
り
、

一
槪
に
他
と
の
比
較
は
で
き
な
い
が
、
玄

宗

期

に

お

い

て

「
逸
人
の
擧
」
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
た
こ
と
は
見 

て
と
れ
る
。
科

目

は

大

別

し

て

「
抱
器
懷
オ
」
と

「高
蹈
不
仕
」
と
が
あ
り'

「
不
求
聞
達
」

の
表
現
は
前
者
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
 

嚴
密
な
使
い
分
け
が
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ

れ
ら

は

他

の

科

目
と

異
な

り

「
禮
を
以
て
迎
え
、
公
乘 

を
以
て
郡
に
還
す
」
な
ど
、
扱
い
が
鄭
重
で
あ
る
と
い
う
特
徵
が
あ
る
。

「
孝
悌
力
田
」
科
に
も
こ
の
特
徵
は
見
ら
れ
る
。 

逸
人
の
擧
は
、

「大
赦
」

や

「
巡
狩
、
封
禪' 

行
幸
」
な
ど
の
慶
事
に
付
隨
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く'

皇
帝
の
恩
澤
を
垂
れ
る 

行
事
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
新
た
な
皇
帝
の
卽
位
や
年
號
改
元
な
ど
も
そ
の
契
機
と
な
る
だ
ろ
う
。

天

寶

元

年

の

「
高
道
」
科
の
實
際
を
め
ぐ
る
資
料
は
他
に
な
い
が
、

『唐
大
詔
令
集
』

所
載
、
年

代

不

詳
(

前
後
の
詔
が
「
開
元
三
年 

四
月
一
日
張
九
齡
」
「開
元
二
十
九
年
九
月
」
と
あ
り
そ
の
間
と
推
定)

孫

逖

起

草

「
處
分
高
蹈
不
仕
擧
人
敕
」
と
、

天

寶

四

載

「
處
分
制
擧 

人
敕
」
と
い
う
、

ふ

た

つ

の

「高
蹈
不
仕
」

に
關
す
る
詔
勅
か
ら
、

い
く
ら
か
の
こ
と
が
わ
か
る
。

「
處
分
高
蹈
不
仕
擧
人
敕
」
孫

逖
(

『唐
大
詔
令
集
』
卷
106
貢
擧)

敕

、
古
之
賢
君
、
貴
重
眞
隱
者
、
將
以
勵
激
浮
躁
、
敦
厚
風
俗
。
傳
不
云
乎
、
擧
逸
人
、
天
下
之
人
歸
心
焉
、
蓋
謂
此
者
。
朕 

緬
稽
古
訓
、
思
弘
致
理
、
以
爲
道
之
爲
體
、
先
崇
於
靜
退
。
政
之
所
急
、
實
仗
於
賢
才
。
是
用
求
諸
巌
藪
、
假
以
韜
傳
、
虛
佇
之 

懷
、
亦
云
久
矣
。
卿
等
各
因
旌
賁
、
來
赴
闕
庭
、
誠
合
盡
收
、
以
光
是
擧
。
然
孔
門
荷
篠
、
唯
數
七
人
、
商
山
採
芝
、
空
傳
四
老
。
 

今
之
應
辟
、
其
數
頗
多
。
朕
頃
緣
幸
湯
、
粗
令
探
蹟
、
或
全
誠
抗
跡
、
固
辭
避
於
呈
試
、
或
含
光
隱
器
、
不
耀
穎
於
文
訶
。
未
測 

津
涯
、
難
於
處
置
、
語
默
之
際
、
用
捨
遂
殊
。
其
弟
子
春
等
、
並
別
有
處
分
。
自
餘
人
等
、
宜
各
賜
物
十
段
、
用
成
難
進
之
美
、
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以
全
至
高
之
節
。
宜
皆
坐
食
、
食
訖
好
去
、
仍
依
前
給
公
乘
還
貫
。
其
華
陰
郡
李
崗
等
十
六
人
、
雖
所
擧
有
名
、
或
稱
疾
不
到
、
 

宜
令
本
部
取
諸
色
官
物
、
各
賜
二
十
段
、
以
充
藥
物
之
資
。

「
處
分
制
擧
人
敕
」(

『唐
大
詔
令
集
』
卷
106
制
擧
、
『册
府
元
龜
』
卷
98
帝
王
部
、
徵
聘'

「
天
寶
四
年
五
月
、
引
諸
州
高
蹈
不
仕
擧
人
見
、
 

詔
日:
.

」
、
『登
科
記
考
』
卷9)

敕
、
君
子
之
道
、
所
以
正
心
志' 

全
貞
吉
也
。
逸
人
之
擧
、
所
以
勵
天
下
、
激
浮
躁
也
。
朕
欽
崇
先
訓
、
以
道
化
人
、
思
致
栖 

眞
之
士
、
用
光
咸
在
之
列
。
是
以
頻
降
旌
帛
、
冀
空
巖
藪
、
虛
懷
式
佇
、
明
發
不
忘
。
卿
等
來
膺
辟
命
、
遠
至
城
闕
。
周
文
多
士
、
 

旣
叶
於
旁
求
、
虞
舜
疇
咨' 

亦
在
於
僉
議
。
爰
命
臺
省
、
詢
於
道
業
。
或
善
行
無
跡
、
名
實
難
窺
、
或
大
器
晚
成
、
春
秋
尙
少
。
 

津
涯
未
測
、
輪
棉
何
施
。
事
且
隔
於
行
藏
、
道
遂
分
於
出
處
。
其

馬

尙

曾
(

馬
曾)

、
常

廣

心
(

嘗
廣
心)

、
賀

蘭

迪
(

賀
蘭
迪)

等 

三
人
、
宜
待
後
處
分
。
崔
從
ー
、
王

元

瞻
(

王
允
貽)

、
韓
宣
、
胡

賁
(

胡
祭)

、
趙
元
獎
等
五
人
、
年
鬢
旣
高
、
稍
宜
優
異
、
各 

賜
綠
衣
一
副
、
物
二
十
段
。
餘
並
賜
物
十
段
。
不
奪
隱
淪
之
志
、
以
成
高
尙
之
美
。
並
宜
坐
食
、
食
訖
好
去
、
依
前
給
公
乘
還
鄕
。
 

(

『册
府
元
龜
』
數
日' 

曾
爲
左
拾
遺' 

廣
心
、
迪
並
爲
金
吾
衞
兵
曹)

詔
勅
の
書
き
方
は
お
な
じ
で
あ
る
。

『論
語
』

に
言
う
よ
う
に
逸
人
の
擧
は
天
下
の
心
を
歸
せ
し
め
る
所
以
で
あ
り
、
古
の
例
に
則 

っ
て
い
ま
隱
者
を
致
そ
う
と
す
る
こ
と
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
才
能
あ
る
士
が
こ
こ
に
集
っ
た
こ
と
。
選
拔
に
は
困
難
が
と
も
な
い
處 

置
が
む
ず
か
し
い
が
、
そ
れ
で
も
合
否
の
差
が
生
じ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
を
述
べ
た
あ
と
、
合
格
者
の
名
を
讀
み
あ
げ
、
追
っ
て
沙
汰
が 

あ
る
旨
を
言
う
。
そ
の
他
は
、
隱
淪
の
志
を
奪
わ
な
い
と
い
う
名
目
の
も
と
に
、
賜
物
を
與
え
放
還
す
る
、
と
言
う
。
そ
も
そ
も
仕
官 

の
意
志
を
示
さ
な
い
ひ
と
を
選
拔
に
か
け
、
試
驗
を
課
す
と
い
う
の
は
矛
盾
し
た
話
だ
が
、

し

か

し

こ

う

し

て

「
い
や
い
や
」

な
が
ら
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集
っ
た
ひ
と
び
と
に
對
し
て
も
、
な
ん
ら
か
の
方
法
に
よ
っ
て
優
劣
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
 

修
養
や
道
義
と
い
っ
た
內
面
の
價
値
で
あ
り
、

そ
も
そ
も
測
り
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
特
異
な
選
拔
仕
方
と
、
そ
れ
に
ま
っ 

わ
る
難
し
さ
と
い
う
問
題
が
、
詔
の
文
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
前

者

の

詔

で

は

「
選
拔
に
赴
く
こ
と
を
固
辭
す
る 

者
や
、
內
面
の
價
値
が
文
辭
に
あ
ら
わ
れ
ず
人
物
を
判
斷
し
が
た
い
者
」
が
い
た
と
い
う
。
ま

た

後

者

で

は

「各
省
廳
に
命
じ
て
修
養 

度
合
い
を
調
査
さ
せ
た
」
と
も
い
う
。

こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
詳
細
は
は
っ
き
り
と
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
關
係
機
關
に
よ
り
そ
の
人
物 

に
つ
い
て
調
査
が
な
さ
れ
た
こ
と
、

そ
の
際
に
面
接
に
よ
る
口
述
、
あ
る
い
は
文
章
が
判
斷
材
料
と
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
察
せ
ら
れ 

る
。

こ

れ

は

李

白

詩

文

の

「
心
を
剖
き
丹
を
輸
し
て
胸
臆
を
雪
ぐ
」(

「從
駕
溫
泉
宮
醉
後
贈
楊
山
人
」)

や

「
五
府
交
ご
も
辟
す
も
、
聞
達 

を

求
め
ず

」(

「爲
宋
中
丞
自
薦
表
」)

、

王

維

詩

の

「或

も

の

理

人

の

術

を

問

う

も

、
但

だ

還

山

の

詞

を

致

す

」(

「
送
高
道
弟
耽
歸
臨
淮 

作
」)

等
の
こ
と
ば
と
照
應
す
る
。

引
見
の
蓼
加
者
は
、
前

者

の

例

で

「
頗
る
多
し
」
と
す
る
が
、

具
對
數
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、

「
リ
ス
ト
に
名
前
が
あ
る
も
の
の
、
 

病
を

稱

し
て

引

見

に

臨

ま
な

い

者
が(

華
陰
郡
李
崗
等)

十
六
人
あ
っ
た
」
と
い
う
か
ら
、
少
な
く
と
も
そ
の
數
倍
か
ら
十
倍
く
ら
い 

は
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
う
ち
一
部
、
前
者
で
は
弟
子
春
ら
が
合
格
、
別
に
處
分
あ
る
旨
を
言
い
渡
さ
れ
る
。
殘
り
は
賜
物
を
與
え
て
放 

還
。

そ
の
際
に
食
を
賜
り
、
公
乘
を
給
せ
ら
れ
る
。
後
者
で
は
三
人
が
合
格
。
名

前

は

馬

尙

曾(

馬
曾)

、
常

廣

心
(

嘗
廣
心)

、
賀
蘭 

迪
(

賀
蘭
迪
〇
放
還
者
の
う
ち

五
人
、
崔
從
ー
、
王

元

瞻
(

王
允
貽)

、
韓
宣
、
 

胡

賁
(

胡
祭)

、
趙
元
獎
が
や
や
好
い
待
遇
と
な
り
、
 

綠
衣
が
授
與
さ
れ
る
。
綠
衣
は
六
品
七
品
の
着
衣
。
も
と
よ
り
形
式
的
な
授
官
の
ふ
り
だ
が
、
ハ
品
九
品
の
靑
衣
よ
り
ひ
と
つ
上
を
授 

與
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
合
格
者
の
處
分
は
、
左

拾

遺
(

從
ハ
品
上)

一
人
、
金

吾

衞

兵

曹(

從
ハ
品
下)

二
人
で
あ
る
。
 

そ
の
ほ
か
、
前
者
の
例
で
、
病
を
稱
し
て
來
な
か
っ
た
者
に
は
來
た
者
に
倍
す
る
賞
賜
が
あ
っ
た
こ
と
が
目
を
引
く
。
來
た
者
が
賜 

食
に
あ
ず
か
る
分
を
加
味
し
て' 

來
な
く
て
も
同
等
の
扱
い
を
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

こ
の
擧
人
の
、
君
主
の
裝
飾
物
と
し
て
の
性
格
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が
よ
く
表
れ
て
い
よ
う
。

以

上

か

ら

「
草
堂
集
序
」
な
ど
に
書
か
れ
た
皇
帝
謁
見
の
記
述
は
、
親
試
の
際
を
述
べ
た
の
で
は
な
く
、
處
分
が
與
え
ら
れ
る
際
の 

も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
謁
見
の
記
述
は
、

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
場
で
な
さ
れ
た
も
の
を
言
う
の
か
。

皿

時
期
の
特
定

關
係
事
跡

天
寶
元
年

正
月
丁
未
朔 

玄
宗
、
勤
政
樓
で
朝
賀
を
受
け
る
。
天
下
に
大
赦
し
、
改
元
。

下

詔

「
前
資
官
及
白
身
人
中
、
有
儒
學
博
通
及 

文
詞
秀
逸
、:
.

委
所
在
長
官
、

具
以
名
薦
」

四
月 

李
白
、
泰
山
に
遊
ぶ
。

「
遊

太

山

六

首(

一
作
天
寶
元
年
四
月
從
故
御
道
上
太
山)

」
卷

17

(

高
道
科
の
下
詔)

七
月
三
日 

岑
參
詩
、
「
高
道
」
科

「
飛
詔
下
林
丘
」
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秋

李

白

、
南
陵
で
詔
を
受
け
取
る
。

① 

「
南
陵
別
兒
童
入
京
」
卷

13
「白
酒
新
熟
山
中
歸
、
黃
鷄
啄
黍
秋
正
肥
。:
.

余
亦
辭
家
西
入
秦
」

② 

「
別
內
赴
徵
」
卷

24
「
王
命
三
徵
去
未
還
、
明
朝
離
別
出
吳
關
」 

九

月

庚

申(

十
八
日)

花
萼
樓
で
文
武
擧
人
の
親
試
。

十

月

文

武

擧

人

の

處

分

。

十

月

丁

酉(

二
十
六
日)

玄
宗
、
驪
山
に
行
幸
。

十

一

月

己

巳(

二
十
八
日)

還
宮
。

天
寶
二
年

正

月

辛

丑

朔

玄

宗

、
含
元
殿
で
朝
賀
を
受
け
る
。

十

月

戊

寅(

十
三
日)

玄
宗
、
驪
山
に
行
幸
。

十

一

月

乙

卯(

二
十
日)

還
宮
。

十

二

月

乙

酉(

二
十
日)

賀
知
章
、
道
士
と
な
っ
て
歸
鄕
す
る
こ
と
を
請
う
。

天
寶
三
載

正

月

丙

申

朔

玄

宗

、
含
元
殿
で
朝
賀
を
受
け
る
。

正

月

庚

子
(

五
日)

玄
宗' 

長

樂

坡
で

賀

知

章

送

別

の

宴

を

催

す

。

こ
の
あ
と
李
白
、

陰

盤

驛

で

賀

知

章

を

送

別

す

る

。

(

「陰
盤
驛
送
賀
監
歸
越
」
詩
、
「敦
煌
唐
寫
本
詩
選
殘
卷
」)

李
白
は
天
寶
元
年
に
入
京
し
、

一
年
餘
の
宮
廷
生
活
の
の
ち
天
寶
三
載
に
離
京
し
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
招
集
の
詔
を
、
彼
は
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秋

に

「
南
陵
」

で
受
け
取
っ
た
、
と
い
う

。

「
南
陵
」

と
は
、

宣

州

南

陵
で

は

な

く

、
東

魯

地

方

に

あ

っ

た

場

所
で

あ

る

ら

し

い

。 

(

『李
白
全
集
校
注
彙
釋
集
評
』2

2
3
8

頁' 

竺

岳

兵

「「
南
陵
」
考
辨
」
『中
國
李
白
研
究
』1

9
9
1

年
集
一9

9
3

ヽ
310,
324
頁)

。
岑
參
が
天
寶
元
年
七 

月
三
日
に
天
下
を
巡
っ
て
い
た
と
傳
え
る
詔
が
東
魯
の
南
陵
に
屆
く
の
に
は
、

し
ば
ら
く
時
間
を
要
す
る
。

そ
の
時
差
を
考
慮
に
入
れ 

て
、
時
期
に
齟
齬
は
な
い
。
南

陵

を

秋

の

た

け

な

わ

に

發

っ

て(

「黃
鷄 

黍
を
啄
み
て
秋
正
に
肥
ゆ
」①

「南
陵
別
兒
童
入
京
」
詩)

長
安 

に
着
く
の
は
急
い
で
ひ
と
月' 

餘
裕
を
も
て
ば
ふ
た
月
ほ
ど
。
と
す
る
と
、

入
京
は
晚
秋
九
月
か
ら
初
冬
十
月
の
あ
た
り
。
李
白
の
謁 

見
は
、
玄
宗
の
驪
山
行
幸
前
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
早
く
て
九
月
の
中
旬
か
ら
、
十
月
二
十
六
日
ま
で
、
ひ
と
月
餘
の
間
。

そ
の
間
に 

關
係
機
關
の
詮
議
を
經
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、

こ
の
日
程
に
は
や
や
無
理
が
あ
る
。
通
常
、
制
擧
は
下
詔
か
ら
試
驗
を
經
て 

合
否
の
發
表
ま
で
半
年
以
上
を
要
す
る
。

「
高
道
」
科
の
詔
が
發
せ
ら
れ
た
正
確
な
期
日
は
わ
か
ら
な
い
の
で
確
か
な
こ
と
は
言
え
な 

い
が
、

「
逸
人
の
擧
」

で
あ
る
天
寶
三' 

四

載

「
高
蹈
不
仕
」
科

の

例
(

前
年
十
二
月
下
詔' 

翌
年
五
月
引
見)

を
勘
案
す
る
と' 

こ
こ
で 

も
謁
見
は
玄
宗
が
還
宮
し
た
あ
と
、
十
二
月
以
降
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
李
白
が
驪
山
に
扈
從
し
た
際
の 

「
侍
從
遊
宿
溫
泉
宮
作
」
卷

18
、
「
從
駕
溫
泉
宮
醉
後
贈
楊
山
人
」
、
「
溫
泉
侍
從
歸
逢
故
人
」
卷8

を
天
寶
元
年
に
懸
け
る
最
近
の
通 

說
は
再
考
を
要
す
る
。(

郁

賢

皓

『李
白
選
集
』
142,
144
頁
、
安

旗

『李
白
全
集
編
年
注
釋
』
430,
435
頁)

玄
宗
は
翌
年
に
も
十
月
十
三
日
か
ら 

十
一
月
二
十
日
ま
で

驪
山
行
幸
を
行
っ
て

お
り
、

こ
の
と
き
と
す
べ
き
か
。
詹

鎂

『李
白
詩
文
繫
年
』

は
天
寶
二
年
と

し
て

い
た
。
 

『李
白
全
集
校
注
彙
釋
集
評
』

は
、
天
寶
元
年
十
月
、

二
年
十
月
、
三
載
正
月
の
い
ず
れ
か
だ
、
と
特
定
し
て
い
な
い
。

「
從
駕
溫
泉 

宮
醉
後
贈
楊
山
人
」
詩

や

「
東
武
吟
」

ロ

「
還
山
留
別
金
門
知
己
」
詩
で
、
謁
見
の
後
す
ぐ
に
扈
從
の
記
事
が
繫
げ
ら
れ
る
の
は
、
實 

際
の
時
間
に
お
い
て
ふ
た
つ
の
事
柄
が
繼
起
し
て
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
與
え
、

そ
の
こ
と
が
三
首
を
天
寶
元
年
作
と
す
る
ー 

因
に
も
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
れ
は
、
自
身
が
體
驗
し
た
華
や
か
な
公
式
行
事
と
し
て
ふ
た
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
が
選
ば
れ
特 

筆
さ
れ
た
も
の
で
、
實
際
の
時
間
と
は
ま
た
別
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
を
根
據
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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場
の
特
定

こ
の
謁
見
が
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
儀
式
の
な
か
で
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
確
實
な
こ
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
李
白
と
王
維
の 

詩
文
を
も
と
に
あ
る
程
度
の
考
察
が
可
能
で
あ
る
。
李

白

の

「
草
堂
集
序
」

で
は
、
玄
宗
皇
帝
と
わ
た
し
の
關
係
を
言
う
こ
と
に
お
も 

に
力
點
が
あ
り
、
周
圍
の
樣
子
は
あ
ま
り
傳
わ
っ
て
こ
な
い
。

「
贈
從
弟
南
平
太
守
之
遙
」
詩
で
は
、
群
臣
が
萬
歲
し
た
、
明
主
が
沈 

淪
を
收
め
た
の
を
拜
賀
し
た
、
と
や
や
周
圍
の
樣
子
が
窺
え
る
。
王

維

「
送
高
道
弟
耽
歸
臨
淮
作
」

で
は' 

群
公
の
朝
謁
が
お
わ
り
、
 

戴
冠
佩
劍
の
群
臣
が
見
守
る
な
か
、(

王)

耽
は
君
主
の
前
に
お
ず
お
ず
と
進
み
出
る
。
「
野
鶴
終
に
踉
蹌
、
威
鳳
徒
に
參
差
」

こ
れ
は
、
 

想
像
の
表
現
で
は
な
く
、
王
維
が
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
て
、
實
際
に
見
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
王
維
は
天 

寶
元
年
、

二
年
の
際
に
は
宮
廷
で
左
補
闕
の
任
に
あ
っ
た
。
兩
者
の
詩
に
は
い
ず
れ
も
、
大
勢
の
參
列
者
が
あ
る
こ
と' 

あ
る
程
度
の 

ひ
ろ
さ
を
持
つ
空
間
で
あ
る
こ
と
、
朱
塗
り
の
庭
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

當
時
の
王
朝
儀
禮
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
っ
た
が' 

皇
帝
親
臨
の
も
と
に
正
殿
で
行
わ
れ
る
主
要
な
も
の
は
朝
會
儀
禮
で
あ
る
。
 

朝
會
儀
禮
は
、①

五
日
ご
と' 

五
品
以
上
の
常
參
官
と
供
奉
官
に
よ
り
、
兩
儀
殿
で' 
②

每
月
一
日
と
十
五
日
朝
、
在
京
九
品
以
上
の 

官
僚
に
よ
り
、
太
極
殿
で
、③

冬
至
と
元
日
、
在
京
九
品
以
上
の
官
僚
、
地
方
や
外
國
か
ら
の
使
節
團
に
よ
り
、
太
極
殿
で
な
さ
れ
る 

も
の
が
あ
る
。
開

元

二

十

年

に

成

立

し

た

『大
唐
開
元
禮
』

は
、
朝
會
儀
禮
の
舞
臺
を
こ
の
よ
う
に
太
極
宮
に
設
定
し
て
い
る
の
だ
が
、
 

實
際
に
は
こ
の
當
時
、
 

そ
れ
ら
は
大
明
宮
の
、

そ
れ
ぞ
れ①

紫
宸
殿
、②

宣
政
殿
、③

含
元
殿
で
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。(

渡 

邊

信

一

郞

『天
空
の
玉
座
』1

9
9
6

ヽ
107
頁
、
166,
167
頁)

王

維

詩

に

「
群
公
朝
謁
罷
り
、
冠

劎

丹

墀

に

下

る

」
と
あ
る
こ
と
、

及
び
王
維
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の

左

補

闕

と

い

う

品

階(

從
七
品
上)

か
ら
推
す
と
、
彼
が
參
加
す
る
の
は②

「
朔
望
朝
會
」
と③

「
元
會
儀
禮
」

で
あ
る
。
時
期
を 

勘
案
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
謁
見
の
場
は
、
十

二

月

以

降

の

大

明

宮

「
宣
政
殿
」

で

行

わ

れ

た

「
朔
望
朝
會
」

か
、
あ
る
い
は
天
寶
二
年 

正

月

元

日

に

大

明

宮

「
含
元
殿
」

で

擧

行

さ

れ

た

「
元
會
儀
禮
」

で
あ
る
。
前
年
冬
至
の
大
朝
會
は
玄
宗
が
驪
山
行
幸
中
の
た
め
に
キ 

ヤ
ン
セ
ル
さ
れ
、

こ
の
正
月
の
大
朝
會
が
行
わ
れ
た
。
假
に
李
白
が
九
月
中
旬
ま
で
に
入
京
で
き
た
と
す
る
な
ら
ば' 

十
月
一
日
の
朔 

日
朝
會
、
あ
る
い
は
そ
の
半
月
後
、
と
い
う
可
能
性
も
無
で
は
な
い
。

こ
こ
で
李
詩
の
表
現
を
參
照
す
る
と
、

「
龍

顏
-

解
四
海
春
な 

り
、:

・
拜
賀
す
明
主
の
沈
淪
を
收
む
る
を
」(

「
贈
從
弟
南
平
太
守
之
遙
」)

の

「
四
海
春
」

「
拜
賀
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
新
春
の
元
會
儀 

禮
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

「
帝
に
謁
し
觴
を
稱
し
御
筵
に
登
る
」(

「玉
壷
吟
」)

の

「
稱
觴
」

「
登
御
筵
」
と
い
う
こ
と
ば
も
、
元
會 

儀

禮

の

「
會

」

の
儀
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

こ
れ
が
天
寶
二
年
正
月
、
含
元
殿
に
お
け
る
元
會
儀
禮
の
場
で
あ
る
と
見
て
、

ほ
ぼ 

間
違
い
な
い
。
と

す

る

と

天

寶

二

年

の

「
高
道
不
仕
」
科
は
、
前
年
の
下
詔
か
ら
處
分
が
本
年
に
ま
た
が
っ
た
も
の
、
と
考
え
て
よ
い 

「
元
會
儀
禮
」

に

つ

い

て

は

『大
唐
開
元
禮
』
卷

97
「
皇
帝
元
正
冬
至
受
群
臣
朝
賀
」

に
詳
細
な
記
載
が
あ
る
。

い
ま
そ
の
儀
禮
次 

第
を
略
述
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。(

渡
邊
信
一
郞
「唐
代
の
元
會
儀
禮,

『大
唐
開
元
禮
』
「皇
帝
元
正
冬
至
受
群
臣
朝
賀
」
譯
注
稿
，
」
 

『帝
國
シ
ス
テ
ム
の
比
較
史
的
研
究
』1

9
9
8

參
照)

當

日
(

一)

王
公
、

群

臣

、

諸
親
、
朝

集

使

、
藩

客

は

東

西

朝

堂

に

集

合

し

、

所

定

の

服

を

着

用

。
侍

中' 

版

奏

「
請
中
嚴
」
。 

(

二)

群
臣
、
客
使
等
、
東
西
朝
堂
の
門
外
位
に
整
列
待
機
。

四
品
以
下
の
官
人
、
諸
親
、
客
使
は
殿
庭
內
の
位
置
に
就
く
。
侍
中
、
 

版

奏

「
外
辨
」
。(

三)

皇
帝
、
袞
冕
を
服
し
、
輿
輦
に
て
出
御
、
御
座
に
卽
く
。(

四)

王
公
以
下
、
諸
客
使
等
、
順
次
殿
庭
に
入
り 

所
定
の
位
置
に
就
く
。
全
員
再
拜
。
上
公
、
脫
舄
、
解
劍
し
て
升
殿
、
御

座

の

前

で

賀

詞

奏

上

「某
官
臣
某
言
、
元
正
首
祚
、
景
福
惟 

新

、
伏
維
開
元
神
武
皇
帝
陛
下
、
與
天
同
休
」
。
群
臣
、
諸
客
使
等
、
全
員
再
拜
。
侍
中
、
詔
を
承
け
、
階
段
を
降
り
て
、
稱

す

「
有
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制
」
。
全
員
再
拜
。
宣

制

「
履
新
之
慶
、
與
公
等
同
之
」
。
全
員
再
拜
、
舞
蹈
、
萬
歲
三
稱
。
ま
た
再
拜
。(

五)

諸
州
鎭
の
上
表
文
、
 

瑞
祥
報
吿
は
案
に
納
め
、

そ
れ
ぞ
れ
右
延
明
門
、
左
延
明
門
の
外
で
待
機
。
諸
州
貢
物
は
太
極
門
東
西
廂
に
陳
列
。
諸
藩
貢
物
は
藩
客 

が
携
え
る
。(

六)

上
公
の
賀
詞
奏
上
後
、
中
書
令
は
上
表
文
を
、
黃
門
侍
郞
は
瑞
祥
を
奏
上
。(

七)

侍
中
宣
制
、
全
員
再
拜
後
、
戶 

部

尙

書

は

東

西

階

間
で

北

面

奏

請

「
戶
部
尙
書
臣
某
言
、
諸
州
貢
物
、
請
付
所
司
」
。
侍
中
、
稱

す

「
制
日
可
」
。
禮
部
尙
書
は
東
西
階 

間

で

北

面

奏

請

「
禮
部
尙
書
臣
某
言
、
諸
藩
貢
物
、
請
付
所
司
」
。
侍
中
、
稱

す

「
制
日
可
」
。
太
府
、

そ
れ
ら
を
受
領
、
退
出
。
典
儀 

日

く

「
再
拜
」
。(

八)

北
面
位
の
者
、
退
出
。
上
公
、
退
出
。
侍
中
、
稱

す

「
侍
中
臣
某
言
、
禮
畢
」
。
皇

帝

、
退
出
。
東
西
面
位
の 

者
、
 

退
出
。

以
上
は
儀
禮
進
行
の
大
筋
だ
が
、

こ
の
ほ
か
に
樂
隊
の
配
置
や
文
武
百
官
等
の
立
ち
位
置' 

奏
樂
の
次
第
、
行
步
や
拜
禮
の
仕
方
な 

ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
樂
隊
は
殿
庭
の
前
方
に
、
指
揮
臺
は
殿
上
に
配
置
す
る
。
介
公
、
舗
公
は
中
央
御
道
の
西
に
北
面
し
て 

立
つ
。
三
品
以
上
は
文
官
が
殿
庭
の
東
、
武
官
が
御
道
を
隔
て
介
公
鄢
公
の
西
に
、

そ
れ
ぞ
れ
北
面
し
て
立
つ
。

四
品
五
品
は
そ
の
脇 

に
、
お
な
じ
く
文
官
が
東
に
西
面
し
て
、
武
官
が
西
に
東
面
し
て
、
品
階
上
位
の
列
を
北
に
し
て
立
つ
。
六
品
以
下
は
南
へ
と
順
次
列 

を
續
け
る
。
諸
州
朝
集
使
は
、
都

賢 

刺
史
、
三
品
以
上
で
東
方
南
方
の
者
が
文
官
三
品
の
東
に
、
西
方
北
方
の
者
が
武
官
三
品
の
西 

に
、
北
面
し
て
立
つ
。
四
品
以
下
の
朝
集
使
は
そ
れ
ぞ
れ
の
方
位
に
從
い
、
文
武
當
該
官
品
の
下
位
に
西
面
、
あ
る
い
は
東
面
し
て
立 

つ
。
諸
親
は
四
品
五
品
官
の
南
。
諸
方
藩
客
は
、

三
等
以
上
で
東
方
南
方
が
東
方
朝
集
使
の
東
に
、
西
方
北
方
が
西
方
朝
集
使
の
西
に 

北
面
し
て
立
つ
。

四
等
以
下
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
角
に
從
い
、
六
品
官
の
朝
集
使
の
下
位
に
西
面
、
東
面
し
て
立
つ
。
皇
帝
が
出
御
す 

る
と

太
樂

令

の

合

圖

に

よ

り

「
黃
鍾
の
鐘
」
が
撞
か
れ
、
右
五
鐘
が
應
じ
、
協

律

郞

の

指

揮

に

よ

り

「
太
和
の
樂
」
が
奏
さ
れ
る
。
上 

公

の

入

場

時

に

は

「
舒
和
の
樂
」
が
奏
さ
れ
る
。
全

員

位

置

に

就

く

と

典

儀

が

「
再
拜
」
と
日
い
、
贊
者
が
承
傳
し
て
群
官
が
再
拜
す 

る
。
上
公
は
、
解
劍
席
で
靴
を
脫
ぎ
、
跪
い
て
劍
を
解
き
、
拜
伏
し
て
立
ち
上
が
り
、
升
殿
す
る
。
賀
詞
を
稱
し
て
戾
る
と
、
ま
た
全
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員
再
拜
。
皇

帝

退

出

に

あ

た

っ

て

は

「
蕤
賓
の
鐘
」
左

五

鐘

と

「
太
和
の
樂
」
が
行
わ
れ
る
、
な
ど
な
ど
。 

「
朔
望
朝
會
」

に
つ
い
て
は
、

お

お

ま

か

な

儀

禮

次

第

が

『新
唐
書
』

卷

23
上
、
儀
衞
志
上
に
記
さ
れ
て

い
る
。

こ
ち
ら
は
當
時 

「
宣
政
殿
」

に
お
い
て
實
際
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
お
り
、

「
元
會
儀
禮
」
を
見
る
際
に
も
蓼
考
に
な
る
。

そ
の
內
容 

を
要
約
す
る
と
、
當
日
、
文
武
兩
官
が
衣
服
を
正
し
點
呼
を
終
え
、
含
元
殿
兩
腋
の
東
西
朝
堂
に
隊
列
を
整
え
る
。
夜
明
け
と
と
も
に
、
 

監

察

御

史

を

先

頭

に

通

乾

門(

東)

、
觀

象

門
(

西)

に
そ
れ
ぞ
れ
至
り
、
文
官
は
宣
政
門
の
東
か
ら
、
武
官
は
西
か
ら
殿
庭
に
入
場
す 

る
。
宰
相
、
兩
省
官
は
香
案
の
前
に
班
列
を
そ
ろ
え
、
百
官
は
殿
庭
の
左
右
に
班
列
を
そ
ろ
え
る
。
侍

中

が

「
外
辨
」
を
奏
す
る
と
、
 

皇
帝
が
西
序
門
よ
り
步
み
出
て
御
座
に
の
ぼ
る
。
左

右

金

吾

將

軍

の

ひ

と

り

が

「
左
右
廂
內
外
平
安
」
を
奏
す
。
通
事
舍
人
に
導
か
れ 

て
宰
相
と
兩
省
官
が
再
拜
、
升
殿
す
る
。
朝
謁
が
終
わ
る
と
、
皇
帝
は
東
序
門
よ
り
退
出
、
し
か
る
後
に
放
仗
と
な
る
。
 

應
制
擧
人
の
引
見
や
處
分
が
朝
會
儀
禮
の
儀
式
次
第
に
ど
の
よ
う
に
組
み
こ
ま
れ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
場
合
、
彼
ら
は
殿
庭
の
ど
の 

位
置
に
立
っ
て
い
る
の
か
、

こ
れ
ら
の
史
料
に
は
記
載
が
な
く
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
鄕
貢
進
士
で
あ
れ
ば
、
朝 

集
使
に
從
っ
て
殿
庭
で
朝
賀
に
蓼
加
し
て
い
た
が
。

こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
賀
詞
の
奏
上
、
貢
物
瑞
祥
の
奏
上
、
受
領
に
引
き
續
き
、
 

「高
道
」
擧
人
の
引
見
と
處
分
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
お
く
。
王

維

詩

に

は

「
群

公

朝

謁

罷

り

、
冠
劎 

丹
墀
に
下
る
」
と
あ
っ
た
。

い
ま
王
維
の
詩
を
、

『大
唐
開
元
禮
』

の
記
述
に
照
合
し
て
み
る
と
、

そ
の
場
の
狀
況
が
や
や
明
ら
か
に 

な
っ
て
く
る
。
奏
樂
と
と
も
に
皇
帝
出
御
、
上
公
の
升
殿
、
賀
詞
奏
上
、
侍
中
宣
制
。
群
公
の
朝
謁
が
終
わ
り
、
戴
冠
佩
劍
の
群
臣
が 

含
元
殿
の
殿
庭
に
か
し
こ
ま
る
。

そ
の
數
は
在
京
九
品
以
上
の
官
人
と
い
え
ば
二
千
六
百
人
、
朝
集
使
や
藩
客
を
加
え
て
三
千
人
以
上
。
 

こ
れ
を
儀
仗
兵
九
千
數
百
人
が
取
り
圍
み
、
總
勢
一
萬
五
千
人
に
及
ん
だ
と
い
う
。(

『天
空
の
玉
座
』
166
頁)

そ

の

な

か

に

は(

王)

耽 

の
姿
も
見
え
る
。
彼
は
あ
た
か
も
野
鶴
の
よ
う
な
た
た
ず
ま
い
で
超
然
と
し
て
い
る
が
、
整
っ
た
隊
列
に
お
い
て
は
い
か
に
も
窮
屈
そ
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う
で
あ
り
、
整
然
と
行
わ
れ
る
行
步
や
拜
禮
の
所
作
に
慣
れ
て
い
な
い
。
王
維
は
殿
庭
の
東
南
の
隅
か
ら
こ
う
し
た
儀
式
の
一
部
始
終 

を
見
て
い
た
は
ず
だ
。
左
補
闕
、
從
七
品
上
の
立
ち
位
置
は
、
殿
庭
東
側
後
方
、
西
面
位
。
皇
帝
出
御
よ
り
前
に
あ
ら
か
じ
め
殿
庭
に 

就
き
、
退
出
も
皇
帝
よ
り
あ
と
に
な
る
。

「
高
道
」
擧
人
が
假
に
三
品
以
上
の
扱
い
で
あ
る
と
す
る
と
、
皇
帝
出
御
の
あ
と
殿
庭
に
入 

り
、
北
面
位
に
就
く
こ
と
に
な
る
。

一
方
、

こ

の

「
高
道
」
擧
人
の
列
の
な
か
に
は
も
う
ひ
と
り
、
李
白
が
い
た
。
彼
が
よ
く
覺
え
て
い
る
の
は
、
玄
宗
皇
帝
の
和
ら
い 

だ
顏
だ
。

「
君
王 

顏
色
を
賜
い
、
聲
價 

煙
虹
を
凌
ぐ
」(

「東
武
吟
」"

「
還
山
留
別
金
門
知
己
」
詩)

、

「
天
門
九
重 

聖
人
に
謁
し
、
 

龍
顏
一
解
四
海
春
な
り
」(

「贈
從
弟
南
平
太
守
之
遙
」
詩)

こ
の
よ
う
に
皇
帝
の
嚴
か
な
顏
が
、

一
變
し
て
な
ご
や
か
に
映
っ
た
の
は
、
 

ほ
か
で
も
な
く
直
前
に
讀
ま
れ
た
處
分
の
詔
勅
中
に
自
身
の
名
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
詔
勅
宣
讀
の
所
作
は
、
さ
き
の
上
公
賀
詞
奏
上
後
、
 

侍
中
宣
制
の
と
こ
ろ
を
參
照
す
る
と
、

こ
う
で
あ
る
。
侍
中
が
詔
勅
を
受
け
殿
庭
に
降
り
、
群

官

と

客

使

に

「
制
有
り
」
と
言
う
。
全 

員' 

再
拜
。
侍
中
宣
制
。
終
わ
る
と
全
員
再
拜
、
舞
蹈
。
萬
歲
三
唱
、
ま
た
再
拜
。
侍
中
も
と
の
位
置
に
還
る
。

こ

の

う

ち

「
舞
蹈
」 

は

渡

邊

氏

に

よ

れ

ば

「
皇
帝
の
恩
惠
に
た
い
す
る
無
上
の
歡
喜
と
臣
從
を
表
現
す
る
身
體
儀
禮
」

の
こ
と
と
い
う
。

た
だ
し
、

こ
れ
は 

殿
庭
の
全
員
に
對
す
る
宣
制
に
つ
い
て
の
所
作
で
あ
り
、

こ

こ

で

の

「
高
道
」
擧
人
に
對
す
る
處
分
の
敕
の
場
合
は
、
異
な
る
と
こ
ろ 

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
詔
敕
の
內
容
は
、

「
逸
人
の
擧
」

の
意
義
に
は
じ
ま
っ
て
、
處
置
の
難
し
い
こ
と
そ
れ
で
も
處
置
に
違
い
が 

生
じ
る
こ
と
を
述
べ
、
合
格
者
の
名
を
讀
み
あ
げ
る
段
に
い
た
る
。

そ
の
他
は
高
尙
の
美
を
全
う
す
る
と
い
う
名
目
の
も
と
、
賜
物
を 

與
え
て
放
還
。
と
い
う
の
は
、

「
高
蹈
不
仕
」
科
に
つ
い
て
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
內
容
に
大
差
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
だ 

ろ
う
。

こ
れ
を
受
け
て
殿
庭
の
全
員
、
數
千
人
規
模
の
蓼
加
者
が
一
齊
に
再
拜
、
舞
蹈
、
萬
歲
三
唱
、
再
拜
、
と
な
る
。
李

詩

の

「
彤 

庭
の
左
右 

萬
歲
を
呼
び
、
拜
賀
す
明
主
の
沈
淪
を
收
む
る
を
」(

「
贈
從
弟
南
平
太
守
之
遙
」
詩)

と
は
、

こ
う
し
た
狀
況
に
つ
い
て
述 

べ
た
も
の
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
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儀
禮
は
、

こ
れ
で
一
半
で
あ
る
。

こ

の

あ

と

「
會
」

の
儀
が
續
く
。

『大
唐
開
元
禮
』
を
參
照
す
れ
ば
、
朝
賀
の
儀
と
同
樣
に
、
參 

加
者
は
東
西
朝
堂
に
整
列
。
皇
帝
出
御
、
群
臣
升
殿
。

つ
い
で
上
壽
禮
、
行
酒
禮
、
羞
飯
と
賜
酒
。

さ
ら
に
皇
帝
退
出
、
群
臣
退
出
、
 

終
了
と
な
る
。
李

詩

「
帝
に
謁
し
觴
を
稱
し
御
筵
に
登
る
」(

「玉
壷
吟
」)

の

「
稱
觴
」
と
は
、

こ
の
行
酒
禮
、
羞
飯
賜
酒
の
儀
禮
を
述 

べ
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た

「
草
堂
集
序
」

の

「
輦
を
降
り
步
み
て
迎
え
、
綺
皓
を
見
る
如
し
」

は
、

い
く
ぶ
ん
粉
飾
が
あ
る
が
朝
の
場 

面
を
述
べ
、

「
七
寶
の
牀
を
以
て
食
を
賜
い:

・
謂
い
て
日
く
卿
は
是
れ
布
衣
に
し
て
名
は
朕
の
知
る
と
こ
ろ
と
為
る
」

は
會
の
場
面
を 

述
べ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
皇
帝
と
の
距
離
が
近
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
李
白
は
升
殿
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
升
殿
者 

は
介
公
、
鄢
公
、
な
ら
び
に
三
品
以
上
の
官
、
そ
れ
に
相
當
す
る
朝
集
使
、
藩
客
等
と
な
っ
て
い
る
。

IV

翰
林
供
奉

…
前
翰
林
供
奉
李
白
…
(

李

白

「爲
宋
中
丞
自
薦
表
」
757)

…
白
亦
因
之
入
翰
林
。
…
(

魏

籲

「李
翰
林
集
序
」
761)

…
置
于
金
變
殿
、
出
入
翰
林
中
。
…
(

李

陽

冰

「草
堂
集
序
」
762) 

故
翰
林
學
士
李
君
…
(

李

華

「故
翰
林
學
士
李
君
墓
誌
序
」)
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:
.

故
翰
林
學
士
李
君:
.

玄
宗
辟
翰
林
待
詔
。

…
(

劉

全

白

「唐
故
翰
林
學
士
李
君
碣
記
」
790)

韋

執

誼

「
翰
林
院
故
事
記
」(

『全
唐
文
』
卷
価)

翰
林
院
者
、
在
銀
臺
門
內
麟
德
殿
西
重
廊
之
後' 

蓋
天
下
以
藝
能
伎
術
見
召
者
之
所
處
也
。
學
士
院
者
、
開
元
二
十
六
年
之
所 

置
。
在
翰
林
之
南
、
別
戶
東
向
。

…
開
元
初
、:
.

詔
勅
文
誥
、
悉
由
中
書
、
或
慮
當
劇
而
不
周
、
務
速
而
時
滯
、
宜
有
偏
掌
列
於 

宮
中
、
承
導
邇
言
、
以
通
密
命
。
由
是
始
選
朝
官
有
詞
藝
學
識
者
、
入
居
翰
林
、
供
奉
別
旨
。

…
雖
有
密
近
之
殊
、
然
亦
未
定
名
。 

…
至
二
十
六
年
、
始
以
翰
林
供
奉
改
稱
學
士
。
由
是
遂
建
學
士
、
俾
專
內
命
。

…
張

坦
:

劉
光
謙
等
首
居
之
。:
.

張
淑
…
張
漸
、
 

竇
華
等
相
繼
而
入
焉
。
其
外
有
韓
翊
、
閻
伯
碘
、
孟
匡
朝
、
陳
兼
、
蔣
鎭
、
李
白
等
、
在
舊
翰
林
中
。
但
假
其
名
、
而
無
所
職
。
 

李
白
は
翰
林
供
奉
の
職
を
與
え
ら
れ
た
。

そ
れ
が
翰
林
學
士
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
指
摘
が
あ
る
。
小

川

環

樹

『唐
代 

の
詩
人
』
序

說

の

注
20,
21
頁
に
、
翰

林

學

士

は

「令
外
の
官
」

で
あ
り
李
白
は
そ
の
任
に
な
か
っ
た
、
彼
は
翰
林
待
詔
ま
た
は
供
奉 

で
な
か
っ
た
か
、
と
言
う
。
し
か
し
、

こ

の

翰

林

「
待
詔
」
と

「
供
奉
」

の
呼
稱
を
め
ぐ
っ
て
は
、
な
お
混
亂
が
あ
る
よ
う
だ
。

こ
の 

點
に
つ
き
、
韋

執

誼

「
翰
林
院
故
事
記
」

に
よ
り
整
理
す
れ
ば
、

「
翰
林
待
詔
」
翰

林

院

に

は

唐

初

よ

り

藝

能

技

術(

書
、
畫
、
碁
、
醫 

術
な
ど)

に
よ
っ
て
待
詔
す
る
者
が
居
た
。

「
翰
林
供
奉
」

開
元
初
よ
り
文
章
學
識
に
す
ぐ
れ

た
者
を

選
ん
で

翰
林
に
供
奉
さ
せ

た
。
 

「
翰
林
學
士
」
開
元
二
十
六
年
に
供
奉
か
ら
學
士
と
改
稱
、
翰
林
學
士
を
た
て
た
。
た
だ
し
品
階
は
な
い
。
李
白
の
頃
は
旣
に
翰
林
學 

士
が
あ
っ
た
が
、
彼
は
名
を
借
り
た
だ
け
で
そ
の
任
に
は
な
か
っ
た
。
と
な
る
で
あ
ろ
う
。(

馬

自

力

「唐
代
的
翰
林
待
詔
、
翰
林
供
奉
和 

翰
林
學
士
」
『魏
晉
南
北
朝
隋
唐
史
』
複
印
報
刊
資
料2003,1
、
原

載

『求
索
』2002,5
參
照)

な

お

「
待
詔
」

は
、
漢
代
に
お
い
て
は
實
態 

が
違
い
、
徵
さ
れ
て
ま
だ
正
式
の
官
に
つ
い
て
い
な
い
者
を
い
う
。

こ

れ

に

對

し

て

唐

代

は

「
翰
林
待
詔
」
な
ど
君
主
の
近
く
で
下
問
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に
答
え
る
べ
く
控
え
て
い
る
者
の
こ
と
で
あ
る
。
詩
文
で
は
、
漢

代

を

模

し

て

「
待
詔
金
馬
」

「
待
詔
公
車
」
な
ど
と
稱
す
る
が
、

こ 

の
場
合
、
任
官
を
待
っ
て
い
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
含
む
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
處
置
に
か
か
わ
っ
て
、

こ

れ

が

翰

林

院

な

ど

で

「
待 

詔
」

の
任
を
授
か
る
こ
と
に
の
み
限
定
さ
れ
た
言
い
方
な
の
か
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
。

「
草
堂
集
序
」

の

「
天
寶
中
、
皇
祖 

詔
を
下 

し
、
徵
し
て
金
馬
に
就
か
し
む
」
は
、
徵
集
を
受
け
、
朝
賀
に
臨
ん
だ
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

翰
林
供
奉
の
處
置
は
、
甲
科
登
第
で
は
な
く
、
授
官
は
な
か
っ
た
。

そ

れ

は

「
布
衣
に
し
て
丹
墀
に
侍
す
」(

「
贈
崔
司
戶
文
昆
季
」
卷 

9
)

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

し
か
し
乙
第
に
相
當
す
る
よ
い
處
遇
で
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
と
き
お
な
じ 

選
に
臨
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
樊
端
は
、

「
太

子

家

令

丞(

從
七
品
上)

同
正
員
、
直
集
賢
院
」
を
拜
し
た
。

「
逸
人
の
擧
」

に
つ
い
て
、
 

他
の
例
と
し
て
は' 

天
寶
十
三
載
に
お
な
じ
く
翰
林
供
奉
と
な
っ
た
吳
筠
が
擧
げ
ら
れ
る
。
彼
の
場
合
、
傳

記

に

は

「
招
か
れ
た
」
と 

表

現

し

て

い

る(

「十
三
年' 

召
入
大
同
殿
、
 

尋
又
詔
居
翰
林
」
權

德

輿

「唐
中
嶽
宗
元
先
生
吳
尊
師
集
序
」)

が
、
司
馬
承
禎
の
よ
う
に
ひ
と
り 

名
指
し
で
招
か
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
天

寶

十

三

載

二

月

の

「
高
尙
確
然
、
隱
遁
巖
穴
」
科
に
推
擧
さ
れ
た
の
か
も
し
れ 

な
い
。

そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
李
白
と
お
な
じ
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

ま
た
李
泌
も

類
似
し
た
經
緯
で

天
寶
中
に
翰
林
に
入
っ
た
と
い
う
。 

(

「天
寶
中' 

自
嵩
山
上
書
論
當
世
務' 

玄
宗
召
見
、
令
待
詔
翰
林
、
仍
東
宮
供
奉
」
『舊
唐
書
』
卷
130)

こ
れ
ら
の
場
合
、

「
出
身
」

が
與
え
ら 

れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。(

「文
策
高
者
特
授
以
美
官
、
其
次
與
出
身
」
『通
典
』)

な
お
、
白
身
人
が
進
士
に
合
格
し
て
出
身
を
得 

た
と
し
て
も' 

未
授
官
で
あ
れ
ば
詩
文
で
の
表
現
上
は
「布
衣
」
で
あ
る
。
「白
身
」
と

「布
衣
」
は
同
義
、
な
い
し
等
價
で
は
な
い
。 

(

付
記)

小
論
は
二
〇
〇
三
年
十
月
三
日
に
昭
和
女
子
大
學
で
開
か
れ
た
中
唐
文
學
會
で
口
頭
發
表
し
た
原
稿
を
も
と
に
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ 

る
。
參
會
の
諸
賢
よ
り
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
高
知
大
學
の
大
櫛
敦
弘
敎
授
に
は
構
想
段
階
か
ら
脫
稿
に
い
た
る
ま
で
適
切
な
ご
助
言
を 

い
た
だ
い
た
。
ま
た
京
都
府
立
大
學
の
渡
邊
信
一
郞
敎
授
に
は
貴
重
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
と
く
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

(

高
知
大
學
助
敎
授)


